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新　　年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。市

民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
輝
く

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
経
済
面
で
世
界
的
な
低
迷

か
ら
回
復
基
調
に
あ
り
、
国
内
に
お
い

て
も
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
や
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
決
定
等
に
よ
る
円
安

株
高
が
影
響
し
明
る
い
兆
し
が
見
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
や
消
費
税
の

引
き
上
げ
が
市
民
生
活
に
大
き
く
影
響

し
て
く
る
こ
と
か
ら
、
国
に
よ
る
地
域

経
済
の
改
善
に
つ
な
が
る
積
極
的
な
政

策
を
強
く
望
み
ま
す
。

県
内
で
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
が
強
行
配

備
さ
れ
る
な
ど
、
過
重
な
基
地
負
担
が

解
消
さ
れ
な
い
こ
と
に
強
い
憤
り
を
覚

え
ま
す
。

市
政
運
営
で
は
、
待
機
児
童
解
消
の

た
め
、
二
つ
の
認
可
保
育
園
を
改
築
し

定
数
を
増
や
し
た
ほ
か
、
子
育
て
世
代

の
支
援
を
目
的
と
し
た
「
こ
ど
も
医
療

費
助
成
自
動
償
還
方
式
」
の
ス
タ
ー
ト

や
母
子
家
庭
を
支
援
す
る
「
マ
ザ
ー
ズ

ス
ク
エ
ア
ー　

う
る
は
し
」
を
オ
ー
プ

ン
す
る
な
ど
市
民
福
祉
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
産
品
開
発
と
し
て
、
県
内

一
の
生
産
量
を
誇
る
も
ず
く
を
活
用

し
た
「
う
る
ま
も
ず
く
チ
ャ
ン
プ
ル
ー

丼
」
や
津
堅
島
の
に
ん
じ
ん
を
活
用
し

た
「
津
堅
に
ん
じ
ん
ロ
ー
ル
」
が
好
評

を
博
し
て
い
る
ほ
か
、
中
部
農
林
高
校

の
生
徒
が
開
発
し
た
「
オ
ク
ラ
麺
」
は
、

全
国
大
会
で
三
つ
の
入
賞
を
果
た
す
な

ど
県
内
外
で
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
、
ゴ
ル
フ
で

市
民
に
明
る
い
話
題
を
与
え
た
比ひ

嘉が

一か
ず

貴き

君
と
新あ

ら

垣か
き

比ひ

菜な

さ
ん
に
「
う
る
ま
市

青
少
年
特
別
賞
」
を
贈
り
表
彰
し
た
ほ

か
、
あ
げ
な
中
学
校
が
17
の
優
勝
旗
を

獲
得
す
る
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
市
民
待
望
の
統
合
庁
舎
建

設
に
も
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ま
や
市
議
会
・
工
事

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
改
め
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
う
る
ま
市
は
今
年
４
月
で
合

併
か
ら
10
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
本
市

の
課
題
解
決
に
向
け
て
今
年
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
ほ
か
、「
う
る
ま

市
は
ひ
と
つ
・
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
、
市
民
・
行
政
・
議
会

が
一
体
と
な
り
、
12
万
の
人
口
を
有
す

る
県
下
三
番
目
の
市
と
し
て
の
誇
り
を

胸
に
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
島
し
ょ
地
域
に

お
け
る
学
校
跡
地
や
集
落
内
道
路
な

ど
の
整
備
に
着
手
し
て
い
く
ほ
か
、
一

括
交
付
金
を
活
用
し
た
、
き
む
た
か
こ

ど
も
セ
ン
タ
ー
、
勝
連
城
跡
周
辺
整
備

事
業
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
農
水
産

物
直
売
所
等
の
整
備
に
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
今
後
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
ご
期

待
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

う
る
ま
市
長

　

島し
ま

袋ぶ
く

俊と
し

夫お

１
月７日　

う
る
ま
市
消
防
出
初
式

11
日　

う
る
ま
市
新
春
交
歓
会

13
日　

う
る
ま
市
成
人
式
（
１
，４
７
７
名
）

22
日　

う
る
ま
市
人
口
12
万
人
到
達
記
念

式
典

26
日　

う
る
ま
市
男
女
共
同
参
画
宣
言
都

市
記
念
式
典

２
月２

日
、
３
日　

第
８
回
う
る
ま
市
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

13
日　

叙
勲
・
褒
章
受
章
合
同
祝
賀
会

27
日　

第
75
回
う
る
ま
市
議
会（
定
例
会
）

３
月９

日
、
10
日　

第
５
回
環
金
武
湾
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

22
日　

う
る
ま
市
・
沖
縄
県
立
中
部
病

院
「
う
る
ま
市
消
防
派
遣
型
救
急

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に
関

す
る
覚
書
」
締
結
式

27
日　

う
る
ま
市
・
サ
ン
エ
ー
・
メ
イ
ク
マ
ン

「
災
害
時
に
お
け
る
防
災
活
動
協

力
に
関
す
る
協
定
」
締
結
式

４
月１日　

う
る
ま
市
電
話
催
告
セ
ン
タ
ー
設
立

７
日　

第
13
回
あ
や
は
し
海
中
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会

11
日　

第
37
回
沖
展
選
抜
展

５
月15

日　

島
袋
俊
夫
市
長
２
期
目
就
任
式

20
日　

第
76
回
う
る
ま
市
議
会（
臨
時
会
）

６
月７

日　

う
る
ま
市
青
少
年
特
別
賞
表
彰

（
比
嘉
一
貴
さ
ん
・
新
垣
比
菜
さ
ん
）

12
日　

第
77
回
う
る
ま
市
議
会（
定
例
会
）

　

　

去
年
一
年
間
を
振
り
返
る

　

市
政
お
よ
び
議
会
の
主
な
事
柄
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謹　　賀　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。市

民
の
皆
様
に
は
新
た
な
期
待
と
希

望
を
持
っ
て
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。旧

年
中
は
市
議
会
活
動
に
対
し
、
温

か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
政
府
に
よ
る
金
融

政
策
、
経
済
対
策
、
成
長
戦
略
に
よ
り
、

景
気
が
全
国
的
に
回
復
基
調
に
転
じ
、

ま
た
、
２
０
２
０
年
９
月
に
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
が
決
定
す
る
な
ど
大
変
喜
ば
し
い
出

来
事
が
あ
る
一
方
、
近
隣
諸
国
と
の
外

交
は
今
も
な
お
滞
っ
て
お
り
、
ま
た
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
大
詰
め
を
迎
え
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
の
取
り
扱
い
な
ど
、
今
後
も
注

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
５
月
の

Ｆ‒

15
戦
闘
機
の
墜
落
事
故
、
８
月
に

は
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
墜
落
炎
上
事

故
が
発
生
し
、
一
昨
年
の
オ
ス
プ
レ
イ

の
強
行
配
備
に
加
え
、
昨
年
は
12
機
が

追
加
配
備
さ
れ
る
な
ど
、
基
地
問
題
に

対
す
る
県
民
の
不
安
は
益
々
大
き
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
３
月

に
誕
生
し
た
ご
当
地
グ
ル
メ
「
う
る
ま

も
ず
く
チ
ャ
ン
プ
ル
丼
」
を
は
じ
め
、

「
イ
チ
ハ
ナ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど

観
光
物
産
や
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、「
中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
」
の
制
定
や
「
雇
用
対
策
事
業
」、

そ
し
て
企
業
誘
致
等
に
よ
り
Ｉ
Ｔ
企
業

は
じ
め
、
製
造
業
や
商
業
施
設
な
ど

多
く
の
企
業
が
立
地
す
る
な
ど
、
着
々

と
経
済
活
性
化
が
図
ら
れ
て
参
り
ま
し

た
。ま

た
、
11
月
に
は
、
平
成
27
年
完
成

予
定
の
統
合
庁
舎
建
設
工
事
が
着
工
さ

れ
ま
し
た
。
完
成
の
暁
に
は
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
各
種
手
続
き

の
効
率
化
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
更

な
る
向
上
と
効
率
的
な
行
政
運
営
が
図

ら
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

市
議
会
に
お
い
て
は
、
今
年
十
月
に

は
議
員
の
任
期
満
了
を
迎
え
ま
す
が
、

平
成
22
年
10
月
以
来
、
議
員
定
数
削
減

を
は
じ
め
、
議
会
運
営
や
政
務
活
動
の

充
実
、
さ
ら
に
昨
年
６
月
か
ら
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継
を
実
施
す
る
な

ど
、
議
会
活
性
化
と
開
か
れ
た
議
会
を

推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

迎
え
た
平
成
26
年
は
、
う
る
ま
市
が

誕
生
し
十
年
目
の
節
目
を
迎
え
ま
す

が
、
今
後
と
も
、
市
政
の
発
展
と
市
民

福
祉
の
向
上
、
そ
し
て
安
心
・
安
全
で

「
市
民
が
夢
と
希
望
を
持
て
る
う
る
ま

市
」
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
市
民
皆
様
に
は
、
議
会
に
対

す
る
、
尚
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。新

し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
実
り
多
い
素
晴
ら
し
い
一
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

う
る
ま
市
議
会
議
長

　

西に
し

野の

一か
ず

男お

７
月19

日　

青
少
年
の
深
夜
は
い
か
い
防
止
・

未
成
年
者
飲
酒
防
止
市
民
総
決

起
大
会

31
日　

盛
岡
市
・
う
る
ま
市
友
好
都
市
提

携
１
周
年
記
念
事
業
へ
の
参
加

８
月５日　

第
78
回
う
る
ま
市
議
会
（
臨
時
会
）

16
日　

第
79
回
う
る
ま
市
議
会（
臨
時
会
）

23
日　

第
８
回
う
る
ま
市
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り

（
前
夜
祭
）

24
日
、
25
日　

第
８
回
う
る
ま
市
エ
イ
サ
ー

ま
つ
り

９
月11

日　

第
80
回
う
る
ま
市
議
会（
定
例
会
）

16
日　

市
内
新
百
歳
の
慶
祝
訪
問

10
月13

日　

第
９
回
う
る
ま
市
陸
上
競
技
大
会

19
日
、
20
日　

第
８
回
う
る
ま
祭
り

27
日　

第
28
回
全
島
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル

28
日　

第
81
回
う
る
ま
市
議
会（
臨
時
会
）

11
月５日　

市
内
全
域
で
地
震
・
津
波
避
難
訓

練
を
実
施

16
日　

第
６
回
う
る
み
ん
健
康
・
福
祉
ま
つ
り

17
日　

第
２
回
う
る
ま
市
景
観
緑
化
祭
開
催

25
日　

う
る
ま
市
庁
舎
建
設
安
全
祈
願
祭

26
日　

う
る
ま
市
内
タ
ク
シ
ー
会
社
・
う

る
ま
市
・
う
る
ま
警
察
署
「
路
上

寝
こ
み
等
に
よ
る
交
通
事
故
等
の
防

止
に
関
す
る
協
定
」
締
結
式

12
月２日　

第
82
回
う
る
ま
市
議
会
（
定
例
会
）

14
日　

第
９
回
う
る
ま
市
産
業
ま
つ
り

う
る
ま
市
青
少
年
特
別
賞
表
彰

（
沖
縄
県
立
中
部
農
林
高
等
学

校
食
品
科
学
科
）
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平
成
28
年
度
供
用
開
始
予
定
の
農
水
産
物
直
売
所

に
関
し
て
、
事
業
の
キ
ッ
ク
オ
フ
講
演
会
が
、
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
う
る
み
ん
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
栃
木
県
の
滞
在
体
験
型
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

「
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
」
を
運
営
し
て
い
る
松ま

つ

本も
と

謙
ゆ
ず
る 

氏
。
全
国
の
成
功
事
例
や
仕
組
み
づ
く
り
、
人
材
育

成
の
手
法
な
ど
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
、
約
２
０
０
名

の
市
民
が
聞
き
入
り
ま
し
た
。
講
演
後
の
質
疑
応
答

の
際
に
は
市
民
か
ら
の
質
問
が
相
次
ぎ
、
事
業
へ
の

期
待
と
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

翌
日
に
は
第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
。
約

50
名
の
市
民
が
参
加
し
、
う
る
ま
市
の
こ
れ
か
ら
を

真
剣
に
考
え
た
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

う
る
ま
市
農
水
産
業
振
興
戦
略
拠
点
施
設
事
業
キ
ッ
ク
オ
フ
記
念
講
演
会

「
今
、直
売
所
が
お
も
し
ろ
い
!
」

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
帰
国

　

〜
う
る
ま
市
で
の
３
か
月
間
の
研
修
を
経
て
〜

【島袋市長と松本氏による座談会】

【迫力ある琉球古武道太鼓を披露】

【お世話になった親戚の皆さん】

【貯水池の側に記念植樹も行われました】

11/12

11/20
『
う
る
ま
市
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
」

　　　　　

研　

修　

報　

告　

会

沖
縄
の
文
化
や
歴
史
を
学
ぶ
た
め
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
か
ら
う
る
ま
市
へ
研
修
に
来
た
福

原
パ
ウ
ラ
菜
津
子
さ
ん
（
日
系
３
世
）
の
研

修
報
告
会
が
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
う
る
み

ん
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

報
告
会
で
は
、
菜
津
子
さ
ん
が
３
か
月
で

学
び
制
作
し
た
陶
芸
や
書
道
、
墨
絵
な
ど

が
展
示
さ
れ
、
そ
の
完
成
度
の
高
い
作
品

に
、
多
く
の
参
加
者
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
舞
台
で
は
会
場
に
集
ま
っ
た
親

族
、
他
市
町
村
の
研
修
生
、
太
鼓
や
琉
舞

を
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
が
見
守
る

な
か
、
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
琉
球
舞
踊
（
か

ぎ
や
で
風
）、
三
線
（
安
里
屋
ユ
ン
タ
他
３

曲
）、「
琉
球
古
武
道
太
鼓
」、「
う
る
ま
市

音
頭
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
琉
舞
用
の
化
粧
に
照
れ
な
が
ら

も
、
記
念
撮
影
を
行
う
な
ど
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
で
報
告
会
を
終
え
ま
し
た
。

研修を通して、おじぃの生まれ故郷である沖縄、うるま市のこ
とや、私がアルゼンチンで生まれたルーツを知ることができました。
私にとってうるま市はとても誇りに思う特別な場所です。人は生ま
れる場所を選ぶことができませんが、願いが叶うなら次はうるま市
に生まれたいです。今回の研修で学んだ沖縄
の文化や歴史を祖国にも伝え、うるま市とアルゼ
ンチンの友好の掛け橋となれるよう頑張ります。
３か月間、本当にありがとうございました。

福
ふく

原
はら

パウラ菜
な

津
つ

子
こ

うるま市民の皆様へ

「
た
か
は
な
り
じ
ま
」

水
土
里
の
路
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

小
型
消
防
車
寄
付

11/17

11/18

農
地
や
水
、
保
全
管
理
施
設
等
の
資
源
の

重
要
性
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

水
上
里
の
路
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
宮
城
島
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

給
水
地
で
は
地

元
の
方
々
に
よ
る

太
鼓
や
手
拍
子
で

の
応
援
が
多
く
見

受
け
ら
れ
、
元
気

を
も
ら
っ
た
参
加
者

は
、
宮
城
島
に
関

す
る
ク
イ
ズ
を
解
き

な
が
ら
10
キ
ロ
の
距

離
を
歩
き
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
の

ご
厚
意
に
よ
り
、
離
島
に
対
す
る
消
防
施

設
の
寄
贈
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
協

会
沖
縄
支
部
委

員
長
の
濱は
ま

田だ

剛
つ
よ
し

様
か
ら
、
津
堅
島

に
配
備
す
る
最

新
の
「
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
軽
消

防
自
動
車
」
の
目

録
が
島
袋
市
長

へ
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
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年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
自
ら
の
責
任
と
能
力
に
お
い
て
自
由
で
生

き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
高
齢
者
に
贈
ら
れ
る
「
エ
イ
ジ
レ
ス

賞
」
を
受
賞
し
た
新あ

ら

垣か
き

正し
ょ
う
こ
う
考
さ
ん
（
77
）（
字
具
志
川
）
が
、
市

役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
県
内
で
５

人
目
の
受
賞
者
と
な
る
新
垣
さ
ん

は
、
若
い
頃
に
身
に
付
け
た
踊
り

や
三
線
で
、
地
域
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
や
老
人
ホ
ー
ム
の
慰
問
を
約

40
年
続
け
て
お
り
、「
今
後
も
足

腰
が
元
気
な
間
は
続
け
て
い
き
た

い
」
と
島
袋
市
長
に
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

現
代
社
会
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
に
自
ら
の
体
験
や
意
見
を
発

表
し
合
い
女
性
の
地
位
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る

第
４
６
回
婦
人
の
主
張
中
央
大
会
に
お
い
て
、
市
女
性
連
合
会
所

属
の
幸こ
う

地ち

鈴す
ず

華か

さ
ん
が
沖
縄
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

幸
地
さ
ん
の
実
体
験
で
子
育
て
に

お
け
る
親
の
苦
悩
、家
族
や
、仲
間
、

地
域
の
協
力
の
必
要
性
、
障
が
い
児

の
親
の
会
を
設
立
し
た
経
緯
、
成
長

し
て
い
く
我
が
子
へ
の
誇
り
と
喜
び
を

発
表
し
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
。

関
係
者
と
共
に
市
役
所
を
訪
れ

た
幸
地
さ
ん
は
、
市
長
に
受
賞
の
報

告
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

７
月
に
高
知
県
で
行
わ
れ
た
第
３
回
坂
本
竜
馬
旗
争
奪
西
日

本
小
学
生
大
会
に
お
い
て
沖
縄
県
代
表
と
し
て
参
加
し
た
志
林
川

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
見
事
優
勝
旗
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。
今
年
度
の
志

林
川
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
、
中
部
北

支
部
学
童
軟
式
野
球
大
会
の
他

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
う
る
ま
地
区

青
少
年
健
全
育
成
野
球
大
会
も

制
覇
す
る
な
ど
、
大
活
躍
。

主
将
の
水み
ず

谷た
に

く
ん
は
、「
中
学

生
に
な
っ
て
も
頑
張
っ
て
活
躍
し
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

８
月
に
行
わ
れ
た
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
沖
縄
県
大
会
に
お
い
て
、
準

優
勝
に
輝
い
た
与
那
城
小
学
校
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
皆

さ
ん
。
そ
の
勢
い
を
そ
の
ま
ま
に
長
崎
県
の
佐
世
保
東
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
杯
争
奪
大
会
で
も
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

与
那
城
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
は
、地
区
大
会
で
は
負
け
な
し
で
、

県
大
会
で
も
好
成
績
と
充
実
し
た
１

年
と
な
り
ま
し
た
。

う
る
ま
市
を
拠
点
産
地
と
し
、ブ
ラ
ン
ド
果
実
と
し
て
県
内
外
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
県
産
ミ
カ
ン「
あ
ま
Ｓ
Ｕ
Ｎ
」の
収
穫
祭

が
、
石
川
に
あ
る
農
園（
園
主
：

山や
ま

城し
ろ

正ま
さ

吉き
ち

）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
さ
み
入
れ
で
果
実
を
収
穫
し
た

島
袋
市
長
は
、「
近
年
の
あ
ま
Ｓ
Ｕ

Ｎ
収
穫
高
は
、度
重
な
る
自
然
災

害
に
よ
り
落
ち
込
ん
で
い
た
が
、今

年
は
生
産
量
が
回
復
し
、色
、つ
や
、

味
覚
と
も
に
申
し
分
の
な
い
果
実

に
仕
上
が
っ
て
い
る
。」と
、出
荷
を

祝
い
ま
し
た
。

小
学
５
年
生
以
下
の
８
人
制
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
あ
る
「
沖
縄

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
Ｃ
Ｕ
Ｐ
」
が
開
催
さ
れ
、
各
地
区
の
代
表
48

チ
ー
ム
が
参
加
。
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
結
果
、
赤
道
小
学
校

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
が
準
優
勝
の
好

成
績
を
収
め
、
九
州
大
会
へ
の

派
遣
が
決
定
し
ま
し
た
。

主
将
の
仲な
か

本も
と

翼
つ
ば
さ

君
は
「
今

ま
で
き
つ
い
練
習
を
頑
張
っ
て

き
た
の
で
、
九
州
大
会
で
は
自

信
を
も
っ
て
楽
し
く
プ
レ
ー
し
た

い
。」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。

エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践
者

県
教
育
長
賞
を
受
賞

11/18 10/25

あ
ま
Ｓ
Ｕ
Ｎ
収
穫
祭

12/4

九
州
大
会
派
遣
決
定

11/16

優
勝
旗
合
わ
せ
て
四
本

11/21

佐
世
保
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
杯
準
優
勝

11/6

３年生ながらに県
外大会において
MVPを獲得した
具
ぐ

志
し

堅
けん

乃
の

愛
あ

さん
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【
施
設
の
概
要
】

建
築
面
積　

４
，
８
５
６
．
９
２
㎡

延
床
面
積　

１
３
，
１
２
７
．
６
㎡

規　

模　

地
下
１
階
、
地
上
３
階

高　

さ　

１
６
．
７
ｍ

【
施
設
の
主
な
特
徴
】

外
観
に
つ
い
て
は
、
曲
線
的
な
デ

ザ
イ
ン
を
施
し
、
圧
迫
感
の
な
い
親

し
み
や
す
い
庁
舎
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
下
駐
車
場
の
空
間
を
有

効
活
用
し
た
免
震
構
造
（
建
物
の
揺

れ
を
低
減
す
る
装
置
）
を
採
用
す
る

こ
と
で
、
建
物
の
変
形
や
移
動
を
お

さ
え
て
、
そ
の
耐
久
性
を
確
保
し
て

い
ま
す
。

自
然
換
気
や
太
陽
光
、
雨
水
、
井

水
等
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、

屋
上
緑
化
や
壁
面
ル
ー
バ
ー
に
よ

る
熱
負
荷
の
軽
減
に
よ
り
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
図
る
計
画
で
す
。

【
平
面
計
画
】

新
庁
舎
へ
は
、
市
民
の
皆
様
の
利

用
頻
度
が
高
い
部
署
を
中
心
に
配
置

す
る
と
と
も
に
、
地
下
に
は
駐
車
場

を
整
備
し
、
南
北
の
出
入
口
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
け
て
、
利
便
性
の
向

市民の利便性向上のために
新庁舎建設工事がいよいよスタート!

上
を
図
り
ま
す
。

主
に
１
階
に
は
市
民
課
や
税
関
連

部
署
、
２
階
に
は
健
康
支
援
課
や
保

育
課
な
ど
子
育
て
関
連
部
署
を
配
置

す
る
と
と
も
に
、
市
民
ス
ペ
ー
ス
や

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
す
。
３

階
に
は
企
画
部
門
を
配
置
し
、
庁
議

室
や
大
講
堂
を
整
備
し
ま
す
。

基
本
理
念
で
あ
る
「
人
と
環
境
に

や
さ
し
い
、
シ
ン
プ
ル
で
機
能
的
な

庁
舎
」
の
建
設
を
目
指
し
、
今
後
の

う
る
ま
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と

な
る
よ
う
整
備
い
た
し
ま
す
。

市民の皆様の利便性向上、行政コストの削減等を図るため、平成23年度から進めております統合庁舎建設
事業につきましては、これまで広報紙やホームページ等を通して、建設の必要性や基本設計の概要などを
お知らせしてきました。平成25年８月末に実施設計が完了し、12月から本格的に工事がスタートしました
ので、建物の概要についてお知らせいたします。

統
合
庁
舎
建
設
工
事
の
安
全
を
祈
願

建
設
地
と
な
る
本
庁
舎
（
具
志
川
）

横
の
広
場
に
お
い
て
、
11
月
25
日
に
、

安
全
祈
願
祭
・
起
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

式
に
は
、
島
袋
市
長
を
は
じ
め
、

市
関
係
者
や
市
議
会
議
員
、
う
る
ま

市
庁
舎
建
設
工
事
施
工
協
力
会
な

ど
、
１
０
０
名
余
り
の
関
係
者
が
出
席

し
、
庁
舎
建
設
工
事
の
安
全
と
無
事
を

祈
願
し
ま
し
た
。

島
袋
市
長
は
「
こ
の
庁
舎
が
完
成
し

た
際
に
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

窓
口
の
導
入
と
併
せ
て
業
務
の
効
率

化
も
図
る
こ
と
か
ら
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
更
な
る
向
上
に
つ
な
が
る
」
と

期
待
し
ま
し
た
。

【南側エントランス　イメージ図】

【安全祈願祭の様子】
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平
成
26
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税
の
申

告
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
申
告
は
、
市
民
税
・
県
民
税
や
国

民
健
康
保
険
税
の
算
出
の
み
で
な
く
、「
所

得
証
明
書
」・「
課
税
証
明
書
」
な
ど
を

交
付
す
る
場
合
に
も
必
要
な
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
申
告
が
な
い
と
手
当
等
の
支

給
や
団
地
入
所
申
込
み
の
手
続
き
に
支
障

を
き
た
し
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
必
ず
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、
１
月

下
旬
に
送
付
予
定
の「
申
告
書
」
及
び
「
し

お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
所
得
税
」・「
消
費
税
」
の
生
じ
る
方

は
確
定
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

沖
縄
税
務
署
の
平
成
25
年
分
の
確
定
申

告
会
場
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
場　

所
】
沖
縄
商
工
会
議
所
ホ
ー
ル

【
期　

間
】
２
月
10
日
〜
３
月
17
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
） 

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
会
場
の
混
み
具
合
に
よ
っ
て
受
付
終
了

時
間
が
早
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

沖
縄
税
務
署　

☎
９
３
８
―
０
０
３
１

前
年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
方
、
ま
た
は

源
泉
徴
収
票
・
保
険
料
控
除
の
証
明
書
な

ど
の
必
要
書
類
が
そ
ろ
っ
て
い
る
方
は
、
申

告
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
書
類
を
同

封
し
て
郵
送
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
記
載
内
容
や
書
類
に
不
備
の

あ
る
場
合
は
お
呼
び
出
し
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、

障
害
者
手
帳
の
写
し
を
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。

※
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
等
の
あ
る

方
は
郵
送
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
て
、
地
方

公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施

策
に
要
す
る
費
用
の
財
源
を
確
保
す
る
た

め
、
市
民
税
、
県
民
税
の
均
等
割
に
そ
れ

ぞ
れ
５
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
が
あ
る
事
業

主
（
給
与
支
払
者
）
は
、
法
人
・
個
人
を

問
わ
ず
、
前
年
中
に
支
払
っ
た
給
与
に
つ
い

て
、
給
与
支
払
額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、

ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
等
を
含
む
す
べ
て
の
従

業
員
の
給
与
支
払
報
告
書
を
作
成
し
、
従

業
員
の
１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
住
所
地

の
市
町
村
に
提
出
す
る
こ
と
が
法
令
に
よ

り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

給
与
支
払
報
告
書
は
、
市
民
税
・
県
民

税
の
課
税
の
根
拠
と
な
る
重
要
な
書
類
で
す

の
で
、
正
し
く
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
期
限
】
平
成
26
年
１
月
31
日（
金
）

日付 対象地域 会　場
2/4(火) 屋慶名・饒辺・照間

勝連シビックセンターホール2/5(水)
与那城西原・与那城
南風原・内間・津堅

2/6(木) 平敷屋・平安名
2/7(金) 与勝地域全域 与那城庁舎ロビー

2/10(月)
平安座・桃原・上原・宮城
池味・伊計・浜・比嘉

平安座自治会

2/12(水)
嘉手苅・山城・石川前原
東恩納・美原

石川保健相談センター
2/13(木) 松島・宮前・東山・旭・港
2/14(金) 曙・南栄・城北・中央・伊波
2/17(月) 具志川・赤野

健康福祉センター
うるみん　３階ホール

2/18(火) 田場・大田
2/19(水) 宇堅・天願・昆布・栄野比
2/20(木) 川崎・西原・安慶名
2/21(金) みどり町１丁目～６丁目
2/24(月) 平良川・上平良川・上江洲
2/25(火) 兼箇段・米原・喜仲
2/26(水) 赤道・新赤道
2/27(木) 江洲・豊原・前原・志林川
2/28(金) 宮里・川田・塩屋・高江洲
3/3（月）
〜

3/17(月)
市内全域（土・日を除く）

【受付時間】 午前9時～午前11時30分、午後1時～午後4時

※３月７日（金）と３月１１日（火）は「うるみん」にて、上記の受付時間
に加えて、午後６時から午後８時まで夜間受付も行います。
※土・日・祝日を除きます。
※対象地域ごとに会場と日程を指定しておりますが、指定された日
に申告できない方は、都合の良い日を選び期限内に申告をして
ください。
※毎年、最終日に近くなると大変混み合い待ち時間が長くなりま
す。申告は早めにお済ませください。

【お問い合わせ】市民税課　☎９７３－５３８２

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告

郵
送
に
よ
る
申
告
の
受
付

沖
縄
税
務
署
の
確
定
申
告

個
人
住
民
税
の
均
等
割
税
率
の
改
正

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

【特例の期間】１０年間
平成２６年度～平成３５年度

均等割 改正前 改正後

市民税 3,000円 3,500円

県民税 1,000円 1,500円

合　計 4,000円 5,000円

市民税・県民税
国民健康保険税平成26年度　　　　　　　の申告について

３月７日（金）・１１日（火）は
夜間受付も行います。
【受付時間】
午後６時～午後８時

7　　　広報うるま 2014　１月号



市
民
課
国
民
年
金
係 

☎
９
７
３
|
５
４
９
８

祝　
成
人
お
め
で
と
う
！　　
新
成
人
の
皆
さ
ん
、

新
成
人
の
皆
さ
ん
、

2020
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け

で
は
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障
害
が

残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
年
金
を
支
給
し
、
思

い
が
け
な
い
人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ
ー

ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営

し
て
い
ま
す
の
で
、
支
給
さ
れ
る
年
金
の
半

分
の
額
が
国
の
税
金
か
ら
負
担
さ
れ
る
な

ど
、
と
て
も
有
利
で
安
心
な
制
度
で
す
。

年
金
手
帳
は
大
切
に
！

年
金
手
帳
は
将
来
就
職
や
退
職
、
ま
た

は
年
金
の
請
求
手
続
き
を
す
る
と
き
な
ど

に
提
出
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
第
１
号
被
保
険
者
は

日
本
年
金
機
構
か
ら
年
金
手
帳
が
送
付
さ

れ
ま
す
。
年
金
手
帳
を
し
っ
か
り
管
理
し

て
、
自
分
の
年
金
加
入
記
録
を
残
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
年
金

記
録
を
管
理

す
る
の
は
あ

な
た
で
す
！

ＱＱ　
加
入
し
な
く
ち
ゃ
ダ
メ
な
の
？

　
　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら
60

歳
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て
の
方
は
（
外
国

人
含
む
）、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

ＱＱ　
ど
う
や
っ
て
加
入
す
る
の
？

　
　
　

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方
で
、
20
歳

に
な
っ
て
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
方

（
学
生
、
自
営
業
者
等
、
フ
リ
ー
タ
ー
や
無

職
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
）
は
、
う
る
ま
市
役

年
金
だ
よ
り

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

所
市
民
課
国
民
年
金
係
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第
２
号
被
保

険
者
の
方
や
、
そ
の
第
２
号
被
保
険
者
に
扶

養
さ
れ
る
配
偶
者
の
第
３
号
被
保
険
者
の
方

は
、
勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手
続
き
を
行

い
ま
す
の
で
、
個
別
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

ＱＱ　
保
険
料
が
払
え
な
い
の
だ
け
ど
…

　
　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
の
平
成

25
年
度
の
保
険
料
額
は
、
月
額
１
５
，

０
４
０
円
で
す
。

　

学
生
や
フ
リ
ー
タ
ー
で
、
収
入
が
少
な
い

た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
で
き
な

い
場
合
は
、
申
請
を
す
れ
ば
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
・
免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、
所
得
が
な
い

学
生
の
方
の
ご
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
学
生
以
外
の
一
般
の
自
営
業
者
の
方

な
ど
は
、
経
済
的
な
理
由
等
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
と
き
に
、
ご
本
人
の
申
請

に
よ
っ
て
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」
を
利
用
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

ＱＱ　
未
納
に
し
て
い
る
と
ど
う
な
る
の
？

　

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る

と
、
次
の
事
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
際
、
障
害
基

礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
い　

・
万
が
一
死
亡
し
た
際
、
遺
族
が
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
取
れ
な
い

（
※
遺
族
基
礎
年
金
上
の
遺
族
と
は
18
歳
未
満

の
子
、
も
し
く
は
18
歳
未
満
の
子
を
も
つ

妻
を
指
し
ま
す
）

・
老
後
の
年
金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

年
金
額
が
低
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
の
よ
う
に
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
し
ま
す
。

納
付
、
も
し
く
は
免
除
等
の
手
続
き
を
忘
れ

ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ＱＱ　
保
険
料
を
安
く
で
き
な
い
の
？

　

通
常
の
口
座
振
替
の
振
替
日
は
翌
月
末

で
す
が
、
申
出
に
よ
り
当
月
末
振
替
に

す
る
と
、
一
カ
月
あ
た
り
50
円
割
引
さ
れ
て
お

得
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
年
度
の
１
年
分
ま
た
は
半
年
分

の
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）
す

る
と
、
納
付
書
（
現
金
）

で
納
め
る
よ
り
割
引
額
が
多
く
大
変
お
得
で

す
。

ＱＱ　
将
来
、
十
分
な
年
金
が
本
当
に

も
ら
え
る
の
？　

　物
価
の
変
動
等
に
あ
わ
せ
て
、
年
金

額
が
改
定
さ
れ
る
た
め
、
年
金
に
加
入

（
20
歳
）
し
て
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

す
る
ま
で
の
間
、
経
済
社
会
が
大
き
く
変
動

し
た
と
し
て
も
、
年
金
の
価
値
が
保
障
さ
れ

ま
す
。
国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
２
分

の
１
が
国
庫
負
担
（
税
金
）
で
賄
わ
れ
て
い
る

た
め
、
払
っ
た
保
険
料
を
上
回
る
給
付
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
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受
動
喫
煙
と
は
・
・

全
面
禁
煙
に
し
た
ら
売
り
上
げ
が
増
え
た

受
動
喫
煙
防
止
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

身
近
に
あ
る
Ｐ
Ｍ
２･

５
の
危
険

Ｐ
Ｍ
２･

５
の
正
体
・
・

健康支援課
1973－3209

保健活動
一口メモ

（図１,２は日本禁煙学会より引用）

〈アメリカ環境保護庁による屋外大気の質分類〉図１

図２

空気の質レベル ＰＭ2.5（μg/m³） 説　明

良好

許容範囲内

弱者に危険

危険

大いに危険

緊急事態

良好

許容範囲内

弱者に危険

危険

大いに危険

緊急事態

0-15

16-40

41-65

66-150

151-250

251-

特別感受性の高い人に呼吸器症状があらわれる。心臓や
肺の悪い人、お年寄りでは症状が悪化する恐れあり。

空気の質は良好であり、健康被害はほとんど無い。

感受性の高い人に呼吸器症状があらわれる。心臓や肺の
悪い人、お年寄りの症状が悪化し、死亡率が高まる。

心臓や肺の悪い人、お年寄りの症状が悪化し、一般の
人々に呼吸器症状があらわれる。

心臓や肺の悪い人、お年寄りの症状が一層重くなり、死亡率が
一層高まる。一般の人々の呼吸器症状も明らかに増加する。

心臓や肺の悪い人、お年寄りの症状が著しく重くなり、死亡率も
高まる。一般の人々に重い呼吸器症状があらわれるおそれあり。

ＰＭ
700

600
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400
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200
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0

2.5（μg/m³）

緊急事態

大いに危険

危険

1600
自由喫煙の居酒屋
喫煙室
不完全分煙の居酒屋（喫煙席）
喫茶店
喫煙室
駅喫煙コーナー
不完全分煙の居酒屋（禁煙席）
場外券売所
完全分煙のファーストフード店（喫煙席）
ファーストフード店
パチンコ店
喫茶店
完全分煙のファーストフード店（禁煙席）
全面禁煙のコーヒー店

乗用車窓閉め走行（米国）

タクシー内喫煙2人

高

低

（出典：日本公衆衛生雑誌2012/07宇佐美　毅ほか）

健
康
増
進
法
第
25
条
（
受
動
喫
煙
の
防

止
）
で
、学
校
、病
院
、百
貨
店
、事
務
所
、

官
公
庁
施
設
、
飲
食
店
そ
の
他
多
数
の
者

が
利
用
す
る
施
設
を
管
理
す
る
者
は
、
こ

れ
ら
を
利
用
す
る
者
に
つ
い
て
、
受
動
喫
煙

を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ

り
ま
す
。

こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
県
内
各
保
健
所
に

て
「
禁
煙
施
設
認
定
推
進
制
度
」
を
勧
め
て

お
り
、
沖
縄
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
動
喫
煙

防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
施
設
名
を

公
表
し
、
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。「
沖
縄

県
禁
煙
施
設
」
と
検
索
し
て
み
て
下
さ
い
。

今
回
は
、
環
境
問
題
で
注
目
さ
れ
て
い

る
Ｐ
Ｍ
２･
５
と
受
動
喫
煙
に
つ
い
て
の

お
話
で
す
。

タ
バ
コ
の
煙
に
は
多
く
の
有
害
物
質
が

含
ま
れ
て
お
り
、
吸
う
人
は
も
ち
ろ
ん
、

周
囲
の
人
々
の
健
康
に
様
々
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

受
動
喫
煙
と
は
自
ら
の
意
志
と
関
係
な

く
環
境
中
の
タ
バ
コ
の
煙
を
吸
い
込
ん
で

し
ま
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。
施
設
の
空
間

は
空
気
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
受
動
喫

煙
防
止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
な
い
施
設
で

は
、
大
人
・
子
ど
も
・
妊
婦
・
胎
児
・
性
別
・

年
齢
に
関
係
無
く
全
て
の
方
に
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

全
面
禁
煙
に
取
り
組
ん
だ
飲
食
店
に
つ

い
て
、
ア
メ
リ
カ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
受

動
喫
煙
防
止
法
（
１
９
９
５
年
）
前
後
の

売
り
上
げ
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
売
り
上

げ
が
増
え
た
よ
う
で
す
。
日
本
の
調
査
で

は
、
全
面
禁
煙
に
し
た
店
舗
の
95
％
で
、

来
客
数
と
売
り
上
げ
に
変
化
は
な
か
っ
た

こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

中
国
で
社
会
問
題
化
し
て
い
る
Ｐ
Ｍ
２

･

５
に
よ
る
大
気
汚
染
で
す
が
、
こ
の
濃
度

が
多
い
と
心
臓
病
、
喘
息
、
肺
が
ん
等
が

増
え
死
亡
率
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
中
国
は
、
図
１
の
屋
外
大
気
の
質
分

類
か
ら
見
る
と
最
下
段
の
緊
急
事
態
に
位

実
は
‼
Ｐ
Ｍ
２･

５
は
タ
バ
コ
の
煙
に
も

沢
山
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｍ
２･

５
と
は
、
空
気
に
含
ま
れ
る
直

Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
受
動
喫
煙

Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
受
動
喫
煙
‼‼

径
が
千
分
の
２･

５
ミ
リ
未
満
の
微
小
粒
子

の
こ
と
で
、
物
が
燃
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
発

生
し
ま
す
。
工
場
や
一
般
家
庭
、
交
通
機
関

で
化
石
燃
料
を
使
う
と
沢
山
の
Ｐ
Ｍ
２･

５

が
出
ま
す
。

置
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
日
本
で
は
、
大
気
汚
染
と
は
別
に

Ｐ
Ｍ
２･

５
が
高
濃
度
な
場
所
が
身
近
に
沢

山
あ
る
よ
う
で
す
。

図
２
を
見
て
下
さ
い
‼
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

の
店
内
や
自
動
車
内
の
Ｐ
Ｍ
２･

５
で
す
。

下
段
の
緑
の
ゾ
ー
ン
の
全
面
禁
煙
の
店
舗
以

外
は
、
ほ
と
ん
ど
危
険
な
赤
ゾ
ー
ン
で
す
。

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
試
算
に
よ
れ
ば

職
場
の
受
動
喫
煙
で
亡
く
な
る
人
は
毎
年

３
６
５
３
人
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
飲
食
店
、
職
場
、
家
庭
な
ど
の

屋
内
で
の
受
動
喫
煙
の
対
策
が
健
康
の
鍵
を

握
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
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総 務 費
（9.9%）

民 生 費
（38.6％）

土 木 費
（10.6%）

教 育 費
（15.8%）

公 債 費
（10.9%）

そ の 他
（14.2%）

53億3,871万円
13億6,163万円（25.5%）

209億916万円
95億7,927万円（45.8%）

57億6,080万円
12億9,313万円（22.4%）

85億3,769万円
25億6,384万円（30.0%）

59億1,592万円
21億4,235万円（36.2%）

77億2,489万円
30億6,854万円（39.7％）

（単位：億円）
0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200 220

歳　出
支出済額　200億877万円

（執行率　３６．9％）

予 算 額

支出済額

億８，７１７万円
一 般 会 計会 計

特別会計（平成25年４月１日から平成25年９月30日までの執行状況） 一時借入金（平成25年９月30日現在）
（単位：千円） （単位：千円）

会計名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率 会計名 借入限度額 借入現在高

国民健康保険 19,408,045 7,500,589 38.6% 9,310,456 48.0% 一般会計 8,000,000 0

介護保険 8,114,567 3,964,345 48.9% 3,314,572 40.8% 国民健康保険 4,000,000 0

公共下水道事業 2,830,437 785,122 27.7% 943,433 33.3% 公共下水道事業 1,000,000 0

農業集落排水事業 15,317 8,129 53.1% 6,188 40.4% 介護保険 500,000 0

後期高齢者医療 819,825 394,411 48.1% 307,093 37.5% 合 計 13,500,000 0

合 計 31,188,191 12,652,596 40.6% 13,881,742 44.5%

市民の皆様が納めた税金や、国から交
付される地方交付税、国や県からの補助
金など、市の収入がどのように使われて
いるか、半期ごとに財政状況を公表して
います。
今月号では平成25年度うるま市の各会

計における平成25年9月30日現在（上半
期）の歳入・歳出予算の執行状況を中心
にお知らせします。
今後とも市民の皆様の市政へのご理解

とご協力をお願いします。

平成25年度一般会計予算額は、当初
469億3,555万円でしたが、平成25年度
上半期中に４回の補正予算（補正予算総
額：31億2,129万円）と平成24年度繰越
分（繰越総額：41億3,033万円）を追加し、
予算総額541億8,717万円となりました。
この予算に対し、収入済額は235億
1,462万円で収入率は43.4％、支出済額
は200億877万円で執行率は36.9％と
なっています。

お問い合わせ
企画部　財政課
☎９７３－６７５３

一般会計執行状況

財政状況
（ 上 半 期 ）
25年9月30日)の財政状況をお知らせします。
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94億9,040万円
55億6,397万円（58.6%)

136億5,429万円
94億8,557万円（69.5%）

97億315万円
41億9,443万円（43.2%）

93億5,660万円
8億1,533万円（8.7%）

49億8,638万円
0万円（0.0%）

69億9,636万円
34億5,532万円（49.4%）

市　　税
（17.5%）

地方交付税
（25.2%）

国庫支出金
（17.9％）

県支出金
（17.3%）

市　　債
（9.2%）

そ の 他
（12.9%）

160
（単位：億円）

140 120 100 80 4060 20 0

歳　入
収入済額　235億1,462万円

（収入率　４３．４％）

予 算 額

収入済額

予算額　５４１
一 般 会 計一 般

一般会計地方債現在高（平成25年９月30日現在） 基金現在高（平成25年９月30日現在）
（単位：千円） （単位：千円）

借 入 先 前 年 度
末現在高 現在高 構成比 名　称 前年度末

保有額 現保有額 運用額 構成比

政府資金 15,043,996 14,673,354 30.7% 財政調整基金 4,381,260 4,381,260 33.9%

公営企業金融公庫 489,795 450,088 0.9% 減債基金 3,996,386 3,996,386 30.9%

政府関係機関 125,000 125,000 0.3% 庁舎等建設基金 490,233 490,233 3.8%

市中銀行 649,064 599,257 1.3% 土地開発基金 228,126 228,126 1.8%

共済等 1,478,618 1,376,295 2.9% 学校用地取得及び
学校施設整備基金 139,433 139,433 1.1%

地方公共団体金融機構 12,056,819 15,740,839 32.9% 地域振興基金 3,368,052 3,368,052 26.1%

その他 15,538,197 14,836,543 31.0% その他 316,703 316,703 2.4%

合　　計 45,381,489 47,801,376 100% 合　　計 12,920,193 12,920,193 0 100%

☆歳入と歳出…国または地方公共団体（県、
市町村）の一会計年度中におけるすべての
収入と支出のことです。　

（歳入の部）　
☆市税…市民税や固定資産税など、市民や法
人が納めた税金

☆地方交付税…所得税など国が徴収した税
金の中から、地方公共団体の財政状況に応
じて交付されるお金

☆国・県支出金…事業などの特定の目的の財
源として、国や県から交付されるお金

☆市債…道路、公園、学校などの公共施設整
備のために、市が借り入れるお金

☆その他…財産収入・繰入金・寄附金など

（歳出の部）
☆総務費…市の総括的な事務事業、交通安全、
防犯対策等に要するお金

☆民生費…児童、高齢者、障害者などの福祉
に要するお金

☆土木費…道路建設や公園の整備、市営住宅
の管理などに要するお金

☆教育費…幼稚園、小中学校をはじめ社会教
育や文化振興などの教育全般に要するお金
☆公債費…市債（長期の借入金）の元金・利子
の返済に要するお金

☆その他…消防、商工業振興、議会、ごみ処理
などに要するお金

財政用語チェック

うるま市の
平成25年度

平成25年度上半期（平成25年4月1日～平成 

市の人口及び面積（平成25年9月末現在）

人　口 120,860 人

世帯数 47,358 世帯

面　積 86.14 ｋ㎡

※市民一人あたりの借金　　約39万6千円
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公社所有地を一般競争入札で売払います

市税等における延滞金の割合が変わりました

一般競争入札により次の土地を売払います。入札参加希望者は、市役所用地課内（うるま市土地開発公社）
にてお申し込み下さい。（案内書配布中）

【入札対象物件の表示】(詳しくはうるま市ホームページ又は入札案内書をご覧下さい）

物件の表示 地目 地積 最低売払価格

うるま市与那城饒辺久久釣７２７－３０ 雑種地 2,271.25㎡ 36,113,000円
※最低売払価格以上で入札して下さい。このうち、最高入札価格を落札価格とします。

【入札に参加するための主な条件】
①公社が指定する期間内に土地代金等の支払いが可能な個人又は法人とします。
②市町村税等の滞納がないこと。　
③地方自治法施行令第１６７条の４の規定によります。
【受付期間】 平成２６年１月１４日(火）～平成２６年１月２４日（金）
 午前８時３０分～正午、午後１時～午後５時まで(土・日曜日・祝祭日は除く）
【受付場所】 うるま市役所　与那城庁舎３階　用地課内（うるま市土地開発公社）
【入札説明会】平成２６年２月１２日(水）午後２時（うるま市役所与那城庁舎３階第1会議室）
【入札日時】 平成２６年２月１４日(金）午後２時（　同　上　）

平成２５年度地方税法の改正により、地方税の延滞金の割合が見直されました。このため市税・国民健康
保険税の延滞金の割合についても変更します。
延滞金の特例基準割合に、年７．３％を加算した割合（上限は１４．６％）となります。ただし、納期限の

翌日から１か月を経過する日までの期間については、特例基準割合に１％を加算した割合（上限は年７．３％）
となります。
（平成２６年１月１日以降の期間に対応する延滞金について適用します）

特例基準割合とは、財務大臣が告示する国内銀行の新規の短期貸出約定平均金利の当該年の前々年１０月
から前年９月までにおける平均に、１％を加算した割合です。

現行 改正後

納期限１か月経過後の利率 14.6% 特例基準割合＋7.3％
（特例基準割合を1.9％とした場合　年9.2％）

納期限の翌日から１か月を経
過する日までの延滞金の利率 4.3% 特例基準割合＋1.0％

（特例基準割合を1.9％とした場合　年2.9％）

【お問い合わせ先】うるま市役所　用地課（うるま市土地開発公社）☎978-4221 FAX978-2742

【お問い合わせ】 総務部納税課　☎973-1099　市民部国民健康保険課（賦課徴収係）　☎973-3202
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高齢者の「障害者控除対象者認定書」及び
「おむつ代の医療費控除の証明書」の発行について

平成26年度 うるま市臨時職員及び
非常勤職員希望者の受付について

介護保険の要介護認定を受けている方のうち、身体障害者又は知的障害者に準ずる者として障害者控除対
象者に認定された場合に、障害者控除対象者認定書を発行します。所得税や市・県民税の申告をするときに、
この認定書を添付すると、本人又はその扶養者が障害者控除又は特別障害者控除を受けることができます。
【対象者】
６５歳以上の要介護認定者で、身体障害者、知的障害者に準ずる方、又はその人を扶養している方。
※「すでに身体障害者手帳等で控除を受けている方」は、該当しません。
【控除の区分】
①障害者控除(要介護認定結果において、障害高齢者自立度がＡ又は認知症高齢者自立度がⅡ)
②特別障害者控除(要介護認定結果において、障害高齢者自立度がＢ、Ｃ又は認知症高齢者自立度がⅢ、Ⅳ、Ｍ)

介護保険の要介護認定を受けている方で、所得税や市・県民税の申告でおむつ代の医療費控除を受けるのが2
年目以降の方は、「おむつ使用証明書」に代えて、市が発行する「証明書」を使用することができます。
【対象者】
次の条件をすべて満たす場合に「証明書」を発行します。
①おむつ代の税申告をするのが２年目以降の方 ※１年目は医師が発行する「おむつ使用証明書」が必要です。
②要介護認定時に主治医から提出していただいた意見書で、寝たきり状態（寝たきり度B1～ C2）にあり、
尿失禁の発生可能性があることを確認できる方。
【申請手続き】
介護長寿課窓口にて、申請書(※申請者印、対象者印必要）に必要事項を記入のうえ、介護保険被保険者証を
添えて申請してください。

【お問い合わせ】介護長寿課　☎９７３－３２０８

【受付方法】所定の申込書（履歴書）に必要事項を記入、写真を貼付し提出してください。
 （所定申込書は本庁３階職員課にて配布）※市販の履歴書による応募も可能です。
 ※申込書はうるま市ホームページからもダウンロードできます。
【受付期間及び時間】年間を通して随時受付（欠員等の状況により採用）
  ただし、平成２６年４月からの任用希望者については、平成２６年２月末まで
  （土・日・祝日は除く）に提出してください。　午前８時３０分～午後５時１５分
【受付場所】市長部局等に関しては、職員課（本庁３階）☎９７３－５２５１
 教育委員会に関しては、教育委員会総務課（勝連庁舎２階）☎９７８－２２０１
 ※受付した履歴書は１年間保管します。

【臨時職員について】
①市内在住者優先
②任用期間は6か月以内の期限付き
　（但し、1回に限り延長可能）
③採用については、各課の欠員状況によります。 
④臨時職員の主な職種及び賃金日額（平成26年1月現在） 
・学校用務員　4,644円
・一般事務職・ 一般労務職　6,400円
・調理員・土木作業員・学校図書館司書　6,500円
・保育士・幼稚園教諭　7,000円
・重機運転手、その他高度な資格を有する者　8,000円
・看護師・保健師等　8,500円～ 9,000円
⑤臨時職員の勤務日
原則として、月曜日から金曜日（平日）の午前8時30
分から午後5時15分まで

【非常勤職員について】
①任用期間は1年単位（概ね年度の1年間）
②採用については、専門職（有資格者等）となっており、
各課の欠員状況によります。
③主な職種
保健師・看護師・社会福祉士・精神保健福祉士・
手話通訳・建築（土木）技術等有資格者・納税指
導員・学校給食センター調理師・図書館司書・学校
事務 等
　※報酬月額については、職種により異なります。
④非常勤職員の勤務日
原則として、週30時間以内の勤務時間
（例：1日7.5時間の週4日・1日6時間の週5日勤務等）
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『いっしょにつくろう』
高田　千鶴子　[ほか]製作　福音館書店

（所蔵館：中央館・勝連館）

中央図書館　☎098-974-1112
石川図書館　☎098-964-5166
勝連図書館　☎098-978-4321

今月のおすすめ資料今月のおすすめ資料
図書館では、毎月テーマ別に特集を組んでたくさんの資
料を展示・紹介しています（おすすめ資料）。

★ 今月のテーマはこれ！ ★

中央館　謹賀新年　午（一般）
　　　　ことしの干支いえるかな？（児童）

石川館　絵本をつくってみよう（一般）
　　　　おしょうがつ（児童）

勝連館　今年はうま年！
☆館内利用者用コンピュータ端末およびホームページからもご覧になれます。

・毎週月曜日
・１月１日（水）～１月４日（土）　年始休
・１月１４日（火）　振替休館
・１月２３日（木）　館内整理日

行事案内（1月中旬～2月初旬）
行　事 日　時 サークル名等

中　

央

おはなし会
毎月第２土曜日
午後３時～

図書館スタッフ

あかちゃんのための
おはなし会

毎月第３木曜日
午前11時～

フォリエ

おはなしの部屋
毎月第４土曜日
午前10時30分～

ミュージック

石　

川
おはなしワールド

毎月第３土曜日
午前10時30分～

ブックポケット

勝　

連

おはなし会
毎週金曜日
午前10時30分～

ラビット

あかちゃんのための
おはなし会

毎月第３水曜日
午前11時～

すだち

おはなしパラダイス
わらべ唄であそぼう

「旧
きゅうしょうがつ

正月のうたと
まりつきうた」

「十
じゅうにし

二支のよみきかせ」

２月８日（土）

午前10時30分～

「てぃーだぬふぁ
童唄会」主宰

宮
みや

城
ぎ

　葉
よう

子
こ

　氏

『賢人の手帳術』
糸
いと

井
い

　重
しげ

里
さと

　監修／幻冬舎

「自由を楽しむ手帳術」「脳力を最大限に活かす手帳術」など、
5人の賢人が仕事も私生活も充実させる手帳術を紹介します。

『ビジネス手帳で中高生の
「生活習慣力」がみるみる変わった！』

能率手帳プランナーズ　監修／日本能率協会マネジメントセンター

中高生が手帳を使って「学ぶ力」を伸ばし、自主的に時
間管理や目標管理をするようになる手帳術を紹介した1
冊です。

『能率手帳の流儀』
野
の

口
ぐち

　晴
はる

巳
み

　著／日本能率協会マネジメントセンター

手帳の老舗の経営者が「手帳で人は成長できる」という信念の
もと、書き方の基本、手帳づくりのこだわりなど、「誰にでもできる使
い方」を紹介します。

☆借りた資料は中央館・石川館・勝連館、どの図書館でも返却できます。
☆図書館にない本は、リクエストすることができます。

読み聞かせにこの１冊!!読み聞かせにこの１冊!!

絵本の世界へご招待

もちづきくんは、おもちつきやさん。お正月
が近づくと、可愛いねこと一緒に、おもちつき
出前サービスにでかけます。
ワイドページのしかけがあり、楽しくおもち

つきしているもちづきくんが、お正月気分を盛
り上げます。

『もちづきくん』
中川ひろたか／作　長野ヒデ子／絵　ひさかたチャイルド

（所蔵館：中央館・石川館・勝連館）

子どもから大人まで人気のある、「ぐりとぐら」を
手袋を使って作りました。顔と体を縫い付けるところ
など、少し難しいところもあり
ましたが、可愛らしい表情のぐ
りとぐらが出来上がりました。
絵本と一緒に飾っておくのもい
いですね。
（うるま市在住：Yさん作品）

（一般書）所蔵館 中央館

（一般書）所蔵館 中央館

（一般書）所蔵館 石川館

うるま市立図書館ホームページhttp://www.library.city.uruma.lg.jp/うるま市立図書館ホームページhttp://www.library.city.uruma.lg.jp/

新しい手帳の1ページに、まずは何を書き込みますか？
今回は、手帳の活用術についての本をご紹介します。

図 書 館

休 館 日

あけまして　おめでとうございますあけまして　おめでとうございます
今年も、より一層のサービスの充実をめざし、中央図書
館・石川図書館・勝連図書館・３館連携して頑張ってま
いります。よろしくお願い申し上げます。
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石
川
地
区
公
民
館　
☎
９
６
４
｜
３
４
３
３

勝
連
地
区
公
民
館　
☎
９
７
８
｜
７
１
９
４

与
那
城
地
区
公
民
館　
☎
９
７
８
｜
６
８
３
６

公民館講座公民館講座

【お問い合わせ・申込先】

 勝連地区公民館　☎978-7194

【日　　時】２月17日（月）、19日（水）、
 ２月21日（金）、24日（月）、
 ２月26日（水）、28日（金）
 午後７時～午後９時
 毎週月･水･金曜日（全6回）
【場　　所】勝連地区公民館　

【講　　師】喜
き

屋
ゃ

武
ん

　佳
よし

枝
え

　氏
【定　　員】１８名
【受付期間】２月３日（月）～２月７日（金）

※受講料は無料ですが、講座によっては教材
費を徴収する場合があります。お申込時に
ご確認ください。

※各講座とも、定員を超えた場合は抽選とな
ります。

※日程、内容など変更する場合もございま
す。ご了承下さい。 【石川地区公民館】

『えいごであそぼ！』
野外活動やゲームなどを通して楽し
くえいごを学びました。

【石川地区公民館】
『樹木医が教える本当の植物管理法』
樹木医の植物との関わりと造園
家の植物の関わり方には違いが
あり、自然に植物の気持ちを考え
ながらの、手入れ方法を学ぶこと
ができました。

【石川地区公民館】
『身近な歴史・文化を学ぶ

うるま歌碑巡り』
講師の古堅先生の詳しい説明、楽
しい話術に、皆さんすっかり魅了さ
れました。できれば･･･またの機会が
楽しみ！

　

講
座
レ
ポ
ー
ト
⑥

う
る
ま
市
立

　

う
る
ま
市
立
公
民
館
講
座
も
終
盤
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
は
９
月
〜
10
月
に
石
川
地
区

公
民
館
で
行
わ
れ
た
３
講
座
を

紹
介
し
ま
す
。

【勤務内容】　①うるま市の３地区公民館（勝連、石川、与那城）で講座や教室を企画し、運営に携わります。
　　　　　　②生涯学習や公民館活動等に関する指導、助言を行います。
【任用期間】　平成26年4月1日～平成27年3月31日
【勤務条件】　月12日勤務（休日･夜間の変則勤務あり）　
【報　　酬】　月額 80,000円
【定　　員】　若干名
【対　　象】　・うるま市に在住し、健康かつ活発で、地域活性化や生涯学習及び

ボランティア活動等に興味のある方
　　　　　　・ワード･エクセルによるパソコン操作ができる方
　　　　　　・普通自動車運転免許を所持している方
【申込方法】　履歴書を生涯学習振興課公民館係（勝連地区公民館）に提出して下さい。
【申込期間】　平成26年2月３日（月）～ 2月１４日（金）
【選考方法】　書類選考による一次審査（書類選考）と二次審査の面接（一次審査通過者のみ）で決定します。
【お問い合わせ】　内容についての詳しいお問い合わせは生涯学習振興課公民館係へ。　☎978-7194

◆◆◆ 平成26年度 社会教育指導員の募集 ◆◆◆

　勤務場所は、石川地区公民館・与那城地区公民館・勝連地区公民館のいずれかになります。

次の項目をご確認の上ご応募ください。
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※ダイヤル回線、♯８０００をご利用いただけない地域からおか
けの場合は、☎０９８－８８８－５２３０

現
在
、
休
日
や
夜
間
に
お
い
て
、
軽

症
の
患
者
さ
ん
の
救
急
医
療
へ
の
受
診

が
増
加
し
、
緊
急
性
の
高
い
重
症
の
患

者
さ
ん
の
治
療
に
支
障
を
き
た
す
ケ
ー
ス

が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
病
院

勤
務
医
の
負
担
が
過
重
と
な
る
原
因
の

ひ
と
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
休

日
・
夜
間
は
医
療
機
関
に
支
払
わ
れ
る

医
療
費
も
高
く
設
定
さ
れ
て
お
り
、
窓

口
負
担
も
高
く
な
り
ま
す
。

必
要
な
人
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
最
終
的

に
保
険
料
や
窓
口
負
担
と
し
て
皆
様
に

御
負
担
い
た
だ
く
医
療
費
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、
医
療
機
関
・
薬
局
を
受

診
等
す
る
際
に
は
、
以
下
の
こ
と
に
留

意
し
ま
し
ょ
う
。

●
休
日
や
夜
間
に
開
い
て
い
る
救
急
医
療

機
関
は
、
緊
急
性
の
高
い
患
者
さ
ん

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
も
の
で
す
。
休

日
や
夜
間
に
受
診
し
よ
う
と
す
る
際
に

は
、
平
日
の
時
間
内
に
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
、
も
う
一
度
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

●
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、
気
に
な

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
ま
ず
は
か
か
り
つ

け
の
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受

診
す
る
こ
と
は
、
控
え
ま
し
ょ
う
。

医
療
費
が
増
加
す
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
検
査
や
薬
の
重
複
な
ど
で
、
体

に
悪
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
な
ど
の

心
配
も
あ
り
ま
す
。
今
受
け
て
い
る

治
療
に
不
安
な
ど
が
あ
る
と
き
に

は
、
そ
の
こ
と
を
医
師
に
伝
え
て
話

し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
薬
が
余
っ
て
い
る
と
き
は
、
医
師
や
薬

剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
（
薬
の
も

ら
い
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
）

●
薬
は
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
、
副

作
用
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
薬
手
帳
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
既

に
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を
医
師
や
薬

剤
師
に
伝
え
、
飲
み
合
わ
せ
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

●
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
）
は
、
先
発
医
薬
品
と
同
等
の
効
能

効
果
で
費
用
が
先
発
医
薬
品
よ
り
も
安

く
す
み
ま
す
。
医
師
や
薬
剤
師
と
相
談

し
な
が
ら
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
（
た
だ

し
、
お
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
は
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
製
造
さ
れ
て
い
な
い

場
合
や
、
薬
局
に
在
庫
が
な
い
場
合
な

ど
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
処
方
さ
れ
て

い
る
す
べ
て
の
お
薬
が
変
更
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

●
夜
間
・
休
日
に
お
子
さ
ん
の
急
な
病
気

で
心
配
に
な
っ
た
ら
、
ま
ず
、
小
児
救

急
電
話
相
談
（
＃
８
０
０
０
）
の
利
用

を
考
え
ま
し
ょ
う
。
小
児
科
の
医
師
や

看
護
師
か
ら
お
子
さ
ん
の
症
状
に
応
じ

た
適
切
な
対
処
の
仕
方
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
相
談
日
時
は
、
毎
日
・
夜
間　

午
後
７

時
〜
午
後
11
時　

沖
縄
県
の
相
談
窓
口

へ
つ
な
が
り
ま
す
。
）

※
国
民
健
康
保
険
課
で
は
、
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
を
窓

口
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
、
国
民
健
康
保
険
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
☎
９
７
３
―
３
２
０
２
）

医療機関・薬局の医療機関・薬局の
受診等にあたって受診等にあたって

国民健康保険課
☎９７３－３２０２
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i n f o r m a t i o n

お　

知　

ら　

せ

市
民
生
活
課 

☎
９
７
３
―
５
４
８
７

平
成
25
年
11
月
23
日（
土
）午
後
７
時
10
分

頃
、う
る
ま
市
田
場（
県
道
75
号
線
）で
交
通
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。左
記
の
交
通
事
故
防
止

の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
し
、交
通
事
故
の
な
い

安
全
で
安
心
な
う
る
ま
市
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

【
歩
行
者
の
ポ
イ
ン
ト
】

○
夜
間
外
出
す
る
と
き
は
、反
射
材
を
活
用
し
、

明
る
い
服
装
の
着
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
は
、左
右
の
安
全
を

確
か
め
て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

○
路
上
に
寝
込
む
状
態
に
な
る
程
の
深
酒
は
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
自
動
車
、二
輪
車
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
】

○
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
、ま
た
、二
日
酔

い
運
転
に
も
注
意
す
る
。

○
車
両
間
の
す
り
抜
け
や
対
向
車
線
に
は
み
出

し
て
の
走
行
等
無
謀
運
転
は
し
な
い
。

○
歩
行
者
が
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る

と
き
は
、手
前
で
一
時
停
止
し
、歩
行
者
が
い
な

い
場
合
で
も
、横
断
歩
道
を
通
行
す
る
と
き
は

直
前
で
停
止
で
き
る
速
度
で
進
行
し
ま
し
ょ
う
。

障
が
い
福
祉
課 

☎
９
７
３
―
５
４
５
２

①「
あ
な
た
と
の
心
、お
元
気
で
す
か
？
」

　

色
彩
心
理
学
講
座　

〜
平
成
25
年
度

　

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
市
民
講
座
〜

10
色
の
色
鉛
筆
を
使
っ
て
、
あ
な
た
の
こ
こ

ろ
の
元
気
を
取
り
戻
す
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

色
彩
心
理
や
ア
ー
ト
を
応
用
し
た
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
で
ご
活
躍
の
野の

原は
ら

智ち

恵え

子こ

先
生
を

お
招
き
し
て
、
色
彩
心
理
学
講
座
を
開
催
し

ま
す
。（
当
日
は
10
色
の
色
鉛
筆
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
）

【
と
き
】
１
月
30
日（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

う
る
み
ん　

３
階
ホ
ー
ル

【
定
員
】
１
０
０
名　
　

【
入
場
料
】
無
料

国
民
健
康
保
険
課 

☎
９
７
３
―
３
２
０
２

国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金
の
免
除
、

減
免
等
に
関
す
る
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
で
は
、
病
院
で
支
払
う
一

部
負
担
金
を
免
除
、
減
免
等
で
き
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。　

【
対
象
と
な
る
世
帯
】

・
世
帯
主
が
１
年
以
内
に
失
業
ま
た
は
災
害

等
に
よ
り
、
生
活
が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ

た
場
合
で
、
療
養
見
込
期
間
が
３
か
月
以
内

で
あ
る
場
合
を
対
象
と
し
ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
、
又
は
滞
納
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
特

別
な
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を

条
件
と
し
ま
す
。

秘
書
広
報
課 

☎
９
７
３
―
５
０
７
９

平
成
25
年
度 

叙
勲
受
章
者
・
県
功
労
者

表
彰
合
同
祝
賀
会

平
成
25
年
中
に
叙
勲
・
県
功
労
を
受
章
さ

れ
た
方
々
の
合
同
祝
賀
会
を
行
い
ま
す
。
多

く
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

【
と
き
】
２
月
19
日(

水)　

午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】
出
雲
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ラ

ピ
ズ
（
高
江
洲
７
８
８
番
地
）

【
会
費
】
２
，
０
０
０
円
（
当
日
受
付
）

・
幸こ

う

喜き

世せ
い
し
ょ
う

松　

様　
　

・
仲な

か

田だ

勝か
つ

正ま
さ　

様

・
吉よ

し

田だ

忠た
だ
し

　

様　
　
　

・
新あ
ら

垣か
き

重し
げ

雄お　

様

・
石い

し

垣が
き

實じ
つ

和わ　

様　
　

・
兼か
ね

城し
ろ

賢け
ん

吉き
ち　

様

・
知ち
　
ね
ん念

良り
ょ
う
し
ん

信　

様　
　

・
知ち

花ば
な

重し
げ

雄お　

様　

・
仲な

か

元も
と

友と
も

一い
ち

氏　

様　

・
宮み

や

里ざ
と

朝ち
ょ
う
け
い

景　

様

・
新し

ん

里ざ
と

正ま
さ

美み　

様　
　

・（
故
）長な

が

嶺み
ね

由ゆ
う
そ
ん樽 

様

・（
故
）田た

場ば

盛せ
い

徳と
く　

様
・
西に

し

野の

勇い
さ
む

　

様

・
東あ

が
り
え江

義よ
し

達た
つ　

様　
　

・
我が

如ね

古こ

盛せ
い

仁じ
ん　

様

・
竹た

け

原は
ら

勝か
つ

己み　

様　
　

・
照て

る

屋や

寛か
ん

信し
ん　

様

・
宮み

や

里ざ
と

善ぜ
ん
し
ょ
う

昌　

様　
　

・
小こ

波は

津つ

敏と
し

勝か
つ　

様

・
赤あ

か

嶺み
ね

俊と
し

光み
つ　

様　
　

・
長な

が

堂ど
う

政せ
い
じ
ゅ
ん

順　

様

・
比ひ

嘉が

敏と
し

和か
ず　

様

　
　
　

※
受
章
年
月
日
順

【講　師】
NPO法人
色彩・アート研究所
理事長　野

の

原
はら

智
ち

恵
え

子
こ

沖縄県那覇市出身。

②
障
が
い
者
虐
待
防
止
講
演
会

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
創
ろ
う

〜
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
障
害
者
虐
待
防
止
法
〜
」

【
講
師
】
沖
縄
大
学
準
教
授　

島し
ま

村む
ら　

聡さ
と
し　

氏

【
と
き
】
２
月
５
日（
水
）　
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
民
芸
術
劇
場　

燈
ホ
ー
ル

【
対
象
】
市
民　
　
【
入
場
料
】
無
料

【
定
員
】
３
０
０
名

本
講
演
会
は
、
第
9
回
う
る
ま
市
社
会
福

祉
大
会
の
記
念
講
演
会
と
し
て
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
９
７
９
ー
０
５
５
５

介
護
長
寿
課 

☎
９
７
３
―
３
２
０
８

う
る
ま
市
家
族
介
護
支
援
事
業
講
演
会

身
近
な
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
見
聞
を
深
め

る
こ
と
で
ゆ
と
り
あ
る
在
宅
介
護
を
支
援
し
ま

す
。

【
演
題
】「
沖
縄
の
風
習
・
年
中
行
事
に
つ
い
て
」

【
講
師
】
屋や

良ら　

朝ち
ょ
う
こ
う光　

氏

【
と
き
】
２
月
５
日（
水
）

午
後
２
時
〜
午
後
３
時

（
受
付　

午
後
１
時
30
分
〜
）

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

う
る
み
ん　

３
Ｆ　

視
聴
覚
室

【
対
象
】
要
介
護
高
齢
者
を
、
主
に
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
市
内
在
住
の
方

【
定
員
】
50
名　
　
【
参
加
料
】
無
料

【
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
９
７
３
ー
５
４
５
９

担
当　

古
波
蔵
・
渡
久
地

※
電
話
に
て
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

17　　　広報うるま 2014　１月号
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②
第
18
回
（
平
成
23
年
度・平
成
24
年
度
）

新
収
蔵
品
展

平
成
23
・
24
年
度
（
平
成
23
年
４
月
１
日

〜
平
成
25
年
３
月
31
日
）
に
寄
贈
、
収
集
、

寄
託
等
で
受
け
入
れ
た
資
料
を
一
般
公
開
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
多
く
は
、
市
内
外

の
方
々
か
ら
の
ご
好
意
、
ご
協
力
、
ご
理
解

に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
資
料
で
す
。
ご
寄
贈

い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
お
礼
と
共
に
、
資
料

文
化
課 

☎
９
７
３
―
４
４
０
０

①
県
民
ク
ラ
ッ
シ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
!!

今
年
も
平
成
25
年
度
沖
縄
県
文
化
芸
術
地

域
振
興
支
援
事
業
と
し
て
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
民
ク

ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

大お
お

友と
も

直な
お

人と

氏　

指
揮
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

運
命
を
メ
イ
ン
に
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー「
白

鳥
の
湖
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。
う
る
ま
少

年
少
女
合
唱
団
も
出
演
！
多
く
の
市
民
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
と
き
】
２
月
３
日（
月
）

午
後
６
時
30
分
開
場　

午
後
７
時
開
演

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
石
川
会
館

【
主
催
】
沖
縄
県

【
入
場
料
】
無
料
（
入
場
整
理
券
が
必
要
と
な

り
ま
す
。）

【
入
場
整
理
券
配
布
場
所
】　

・
う
る
ま
市
民
芸
術
劇
場　

・
石
川
会
館

・
き
む
た
か
ホ
ー
ル

【
出
演
】琉
球
交
響
楽
団（
指
揮
者　
大お

お

友と
も

直な
お

人と

）

う
る
ま
少
年
少
女
合
唱
団

ソ
プ
ラ
ノ　

知ち

念ね
ん

利り

津つ

子こ

都
市
計
画
課 

☎
９
６
５
―
５
６
２
０

②
都
市
計
画（
案
）縦
覧
及
び
意
見
募
集

次
の
都
市
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、
住
民

及
び
利
害
関
係
人
に
周
知
し
そ
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
変
更
す
る
理
由
を
添
え
て

公
衆
の
縦
覧(
じ
ゅ
う
ら
ん)

に
供
す
る
と
と

も
に
意
見
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

・
公
共
下
水
道
に
つ
い
て

・
勝
連
地
域
に
お
け
る
特
定
用
途
制
限
地
域

に
つ
い
て

※
各
都
市
計
画
（
案
）
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
縦
覧
期
間
】２
月
7
日（
金
）〜
21
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
を
除
く

【
縦
覧
場
所
】
う
る
ま
市
役
所
都
市
計
画
課

（
う
る
ま
市
石
川
石
崎
一
丁
目
１
番
）

【
対
象
】住
民
及
び
利
害
関
係
人

を
一
般
に
広
く
公
開
す
る
た
め
「
新
収
蔵
品

展
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】
２
月
４
日（
火
）〜
23
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
入
館
４
時
30
分
ま
で
）　　
　
　
　
　

《
休
館
日
：
月
曜
日
、
公
休
日
の
翌
日
》

※
公
休
日
は
開
館
し
て
い
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】
石
川
歴
史
民
俗
資
料
館

【
お
問
い
合
わ
せ
】
石
川
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
９
６
５
ー
３
８
６
６

都市計画（案）について、市民の皆様の意見を聴取するため、そ都市計画（案）について、市民の皆様の意見を聴取するため、そ
れぞれ次のとおり説明会を開催します。れぞれ次のとおり説明会を開催します。
※各都市計画（案）の詳細については、都市計画課または市ホーム※各都市計画（案）の詳細については、都市計画課または市ホーム
ページでご確認ください。ページでご確認ください。
※市民及びうるま市に所在する法人等が参加対象です。※市民及びうるま市に所在する法人等が参加対象です。

公共下水道について
本市の中心市街地の下水道
整備がほぼ完了しました。周辺部
へ整備拡大するため排水区域を
追加します。
石川地区、具志川地区、与勝地

区それぞれで説明会を開催します。
・石川地区
【と　き】2月3日（月）午後7時～
【ところ】石川保健相談センター

1階保健相談室兼研修室
・具志川地区
【と　き】2月4日（火）午後7時～
【ところ】うるみん３階視聴覚室A
・与勝地区
【と　き】2月5日（水）午後7時～
【ところ】シビックセンター2F研修室

勝連地域における特定用途制限
地域指定について

勝連地域の用途未指定地域
において、良好な環境の形成又
は保持のため、制限する特定の
建築物等の用途を定めます。
※平成25年9月17日に公告した
内容に修正があるため、改めて
説明会を開催し、意見を聴取し
ます。

【と　き】2月5日（水）午後８時～
【ところ】シビックセンター2F研修室

【お問い合わせ】

都市計画課 ☎９６５-５６２０

資
産
税
課 

☎
９
７
３
―
５
３
９
４

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
は

お
済
で
す
か
？

会
社
や
個
人
で
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て

い
る
償
却
資
産
（
構
築
物
、
機
械
装
置
、
工
具

備
品
等
）
を
毎
年
１
月
１
日
現
在
う
る
ま
市

内
に
所
有
し
て
い
る
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

【
受
付
期
間
】１
月
６
日（
月
）〜
１
月
31
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
正
午
〜
午
後
1
時
の
間
は
除
く
）

【
受
付
場
所
】
本
庁
２
階　

資
産
税
課

※
申
告
用
紙
に
つ
い
て
は
12
月
中
に
送
付
し

て
い
ま
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

う
る
ま
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
各
課
の

案
内
↓
総
務
部
資
産
税
課
↓
償
却
資
産

（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
に
つ
い
て

※
電
子
申
告
に
よ
る
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

し
た
。ご
利
用
に
関
し
て
は
、eLTA

X

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.eltax.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

尚
、
最
終
日
は
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
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う
る
ま
市
立
教
育
研
究
所

 

☎
９
８
９
―
９
１
２
７

教
育
相
談
員
・
適
応
指
導
教
室
指
導
員
の

募
集
に
つ
い
て

教
育
上
の
問
題
や
悩
み
を
も
つ
幼
児
・
児

童
・
生
徒
と
保
護
者
、
教
師
の
相
談
に
応
じ
、

支
援
を
行
う
教
育
相
談
員
。
ま
た
、
適
応
指

導
教
室
「
さ
わ
や
か
学
級
」
の
児
童
・
生
徒

の
支
援
を
行
う
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
任
用
期
間
】

平
成
26
年
４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日

【
勤
務
場
所
】

与
那
城
・
勝
連
・
石
川
庁
舎
相
談
室

【
勤
務
時
間
】
１
日
６
時
間
（
嘱
託
職
員
）

・
適
応
指
導
員　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

・
教
育
相
談
員　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
対
象
】

・
臨
床
心
理
士
資
格
、
認
定
心
理
士
資
格
、

及
び
資
格
取
得
見
込
み
者

・
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
資
格
、
学
校
及
び
機

関
で
の
教
育
相
談
経
験
者

・
適
応
指
導
教
室
指
導
員
に
つ
い
て
は
、
教

員
免
許
取
得
者
、
心
理
学
専
攻
者

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
月
額
報
酬
】

◇
教
育
相
談
員

・
臨
床
心
理
士
…
週
５
日
勤
務
（
18
万
円
）

・
認
定
心
理
士
…
週
５
日
勤
務
（
16
万
２
千
円
）

・
教
育
相
談
員
…
週
５
日
勤
務
（
15
万
円
）

週
３
日
勤
務
（
８
万
円
）　

◇
適
応
指
導
員
…
週
５
日
勤
務（
16
万
２
千
円
）

教
育
委
員
会　
指
導
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

 

☎
９
７
３
―
１
１
１
１

う
る
ま
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

「
嘱
託
調
理
員
」
の
募
集
に
つ
い
て

う
る
ま
市
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
お
い
し

い
給
食
づ
く
り
を
共
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
緒
に
働
き
た
い
方
、
大
歓
迎
で
す
。

【
任
用
期
間
】

平
成
26
年
４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日

【
勤
務
場
所
】
う
る
ま
市
内
の
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー（
具
志
川
・
石
川
・
与
勝
地
区
）

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
〜
午
後
３
時
30
分

（
６
時
間
勤
務
）

【
対
象
】
調
理
師
免
許
取
得
者
で
中
型
運
転

免
許
を
取
得
し
て
い
る
方

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
報
酬
月
額
】　

１
４
０
，
０
０
０
円
〜
１
４
８
，
５
０
０
円

【
申
込
方
法
】う
る
ま
市
教
育
委
員
会
総
務
課

又
は
う
る
ま
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
第
一

調
理
場
あ
て
に
、所
定
の
申
込
書（
履
歴
書
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
、写
真
を
添
付
の
上
、提

出
し
て
下
さ
い
。

【
申
込
期
限
】１
月
６
日（
月
）〜
２
月
14
日（
金
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
第
一

調
理
場
（
☎
９
７
３
ー
１
１
１
１
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
平
成
26
年
度　

特
別
支
援
教
育
就
学

奨
励
費
の
お
知
ら
せ

う
る
ま
市
立
小
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級

へ
就
学
す
る
児
童
生
徒
、
ま
た
は
市
の
就
学
指

導
委
員
会
に
お
い
て
判
定
さ
れ
普
通
学
級
に

在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
そ
の
負
担
能
力
の

程
度
に
応
じ
就
学
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
一

部
を
負
担
す
る
も
の
で
す
。

【
給
付
内
容
】

学
用
品
・
通
学
用
品
費
、
新
入
学
用
品
費
、
修

学
旅
行
費
、
学
校
給
食
費
、
校
外
活
動
費 

※
一
部
実
費
支
給
の
た
め
（
上
限
あ
り
）、
購

入
費
用
が
確
認
で
き
る
領
収
書
等
の
提
出

が
必
要
で
す
。
新
一
年
生
と
な
る
お
子
様
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
庭
は
、
保
管
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】
平
成
26
年
6
月
以
降
、
各
市
立

小
中
学
校
で
行
い
ま
す
。
新
学
年
へ
進
級
し
た

後
、
在
学
す
る
各
小
中
学
校
か
ら
申
請
書
類

を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
学

校
事
務
室
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

※
平
成
26
年
度
市
県
民
税
（
所
得･

課
税
）
証

明
書
等
、
そ
の
他
指
定
の
書
類
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

学
務
課 

☎
９
７
８
―
２
１
５
９

①
平
成
26
年
度 

就
学
援
助
の
申
請
に
つ
い
て

経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
就
学
困
難
と
認

め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、

教
育
費
等
の
一
部
を
負
担
す
る
就
学
援
助
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

【
申
請
対
象
】
う
る
ま
市
内
に
在
住
し
、
う

る
ま
市
立
の
小
中
学
校
及
び
沖
縄
県
立
与
勝

緑
が
丘
中
学
校
へ
在
学
す
る
も
の
。

【
給
付
内
容
】
学
用
品
費
、
新
入
学
用
品
費
、

修
学
旅
行
費
、
学
校
給
食
費
、
医
療
費
（
学

校
病
の
み
）、通
学
用
品
費
、校
外
活
動
費
（
宿

泊
を
伴
わ
な
い
）

※
年
度
に
よ
り
給
付
対
象･

支
給
額
が
変
動
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
下
さ
い
。

【
申
込
方
法
】
各
市
立
小
中
学
校
で
行
っ
て
い

ま
す
。
援
助
を
希
望
す
る
方
は
、
在
学
す
る

各
小
中
学
校
事
務
室
か
ら
申
請
書
類
を
受
け

取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
学
校
事

務
室
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

【
申
込
期
間
】１
月
14
日（
火
）〜
31
日（
金
）ま

で
。但
し
、平
成
26
年
度
か
ら
入
学
す
る
新
小

学
１
年
生
に
つ
い
て
は
、４
月
14
日（
月
）〜
30

受　

付

・

募　

集

【
申
込
方
法
】
自
筆
履
歴
書（
市
販
）に
資
格
・

免
許
（
見
込
み
）
の
写
し
を
添
付
し
教
育
研

究
所
具
志
川
地
区
相
談
室
（
与
那
城
庁
舎
４

階
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】
１
月
10
日（
金
）〜
24
日（
金
）

日（
水
）と
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】
平
成
25
年
度
市
県
民
税
（
所
得･

課
税
）
証
明
書
等
、
そ
の
他
指
定
の
書
類
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
は
学
校
事
務
室
ま
で
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i n f o r m a t i o n

児
童
家
庭
課 

☎
９
７
３
―
４
９
８
３

①
平
成
26
年
度
児
童
館・
児
童
セ
ン
タ
ー

学
童
ク
ラ
ブ　

児
童
募
集

【
申
込
期
間
】
２
月
１
日（
土
）〜
15
日（
土
）

【
申
込
場
所
】
各
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
小
学
１
年
生
〜
３
年
生

【
定
員
】
各
25
名

【
申
込
方
法
】
申
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
、
各

児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
申
込
場
所
】

い
し
か
わ
児
童
館　

☎
９
６
４
ー
６
０
５
１

な
か
き
す
児
童
セ
ン
タ
ー　

☎
９
７
４
ー
１
３
０
９

み
ど
り
町
児
童
セ
ン
タ
ー　

☎
９
７
２
ー
６
２
０
０

屋
慶
名
児
童
館　
　

☎
９
７
８
ー
６
０
８
２

※
ひ
と
り
親
世
帯
や
低
所
得
者
世
帯
が
優
先

と
な
り
ま
す
の
で
、申
込
み
の
際
に
は
「
児

童
扶
養
手
当
受
給
者
証
の
写
し
」
又
は
「
所

得
課
税
証
明
書
（
父
・
母
）」
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

②
障
が
い
の
子
ど
も
を
持
つ
親
の
会

　

〜
子
育
て
の
悩
み
で
も
Ｏ
Ｋ
〜

障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
を
抱
え
た
親
同
士

の
ゆ
ん
た
く
会
で
す
。
日
頃
気
に
な
っ
て
い

る
こ
と
や
、
悩
ん
で
い
る
事
を
お
互
い
ゆ
ん

た
く
し
な
が
ら
発
散
し
ま
し
ょ
う
。

【
と
き
】
毎
月
第
２
水
曜
日
開
催

午
前
10
時
〜
12
時　

【
と
こ
ろ
】
み
ど
り
町
児
童
セ
ン
タ
ー
・
学
童

ク
ラ
ブ
室

【
申
込
方
法
】
み
ど
り
町
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
９
７
２
ー
６
２
０
０

②
い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

　

イ
ベ
ン
ト
案
内

ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト
教
室　

１
月
25
日（
土
）

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
等
に
も
効
果
の
あ

る
万
能
ス
プ
レ
ー
と
色
々
な
場
所
で
好
き
な

香
り
を
楽
し
め
る
香
り
袋
を
作
り
ま
す
。

【
受
講
料
】
２
，
０
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

【
定
員
】
25
名　

【
募
集
期
間
】
１
月
21
日（
火
）ま
で

他
に
も
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
＆
く
ち
こ
み

じ
ん
ぶ
ん
屋
を
1
月
18
日
に
開
催
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
じ
ん
ぶ
ん
館
の
ブ
ロ

グ
を
ご
覧
頂
く
か
、
管
理
室
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

☎
９
８
２
ー
４
１
４
０

企
業
立
地
雇
用
推
進
課

 

☎
９
６
５
―
５
６
１
１

①
第
６
回
ゆ
い
ゆ
い
ウ
ォ
ー
ク（
環
金
武
湾

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
）参
加
者
募
集
!!

【
と
き
】
３
月
８
日(

土)･

９
日(

日)

【
と
こ
ろ
】

８
日

う
る
ま
市
具
志
川
ド
ー
ム

（
１
日
目
30
㎞
、
20
㎞
、
10
㎞
、
５
㎞
）

９
日

宜
野
座
村
農
村
公
園

(

２
日
目
26
㎞
、
10
㎞
、
６
㎞
、
３
㎞)

※
雨
天
時
は
宜
野
座
ド
ー
ム

【
対
象
】
健
康
な
方
で
あ
れ
ば
、
年
齢
、
国
籍

を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

・
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
と
し
、
保

育
所
等
の
団
体
の
場
合
は
引
率
者
同
伴
と

し
ま
す
。

・
介
助
が
必
要
な
方
は
、
介
助
者
同
伴
と
し
ま
す
。

【
参
加
登
録
費
】

（
大
人
）

　
　

１
日
参
加
１
，
０
０
０
円

　
　

２
日
参
加
１
，
５
０
０
円　

　
　

当
日
申
込
１
，
０
０
０
円

（
小
学
生
〜
高
校
生
）

　
　

１
日
参
加　
　

１
０
０
円

　
　

２
日
参
加　
　

２
０
０
円

　
　

当
日
申
込　
　

１
０
０
円

（
未
就
学
児
以
下
）　

無
料

【
申
込
期
限
】
２
月
28
日（
金
）

【
申
込
方
法
】
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
込

で
き
ま
す
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
込
み

※
別
途
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

・
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー

・
し
ま
ス
ポ

・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ス
ポ
ー
ツ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

②
郵
便
局
専
用
申
込
書
に
よ
る
申
し
込
み（
振

込
手
数
料
は
各
自
で
ご
負
担
く
だ
さ
い
。)

③
各
市
町
村･

事
務
局
の
窓
口
で
の
申
し
込
み

・
う
る
ま
市
役
所
企
業
立
地
雇
用
推
進
課

（
石
川
庁
舎
１
階
）
☎
９
６
５
ー
５
６
１
１

・
金
武
町
役
場
企
画
課
（
金
武
町
役
場
２
階
）

☎
９
６
８
ー
６
２
６
２

・
宜
野
座
村
役
場
企
画
課
（
宜
野
座
村
役
場

３
階
）　　
　
　
　

☎
９
６
８
ー
５
１
０
０

・
株
式
会
社
フ
ォ
ス
タ
（
浦
添
、
南
風
原
、

嘉
手
納
、
名
護
）　

☎
８
７
０
ー
０
４
４
２

【
お
問
い
合
わ
せ
】
企
業
立
地
雇
用
推
進
課

☎
９
６
５
ー
５
６
１
１

【募集期間】
１月27日（月）～２月21日（金）
（土日祝日を除く）
【授業料】
無料（但しテキスト代、検定代、
教材などは自己負担）
【お問い合せ】
沖縄県立具志川職業能力開発校
☎９７３－６６８０

科　　　　　　名 定員（募集人数） 訓練期間

自動車整備科 20名（　9名） ２年 平成26年4月10日～
平成28年3月上旬

電気システム科 25名（１７名）

１年 平成26年4月10日～
平成27年3月10日

建設機械整備科 25名
設備システム科 25名
メディア・アート科 30名（28名）
情報システム科 20名
オフィスビジネス科

（身体障がい者対象） 10名

ショップビジネス科 20名 ６ヶ月 平成26年4月10日～
平成26年9月25日総合実務科（知的障がい者対象） 10名
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うるま市民無料相談所の開設についてうるま市民無料相談所の開設について

i n f o r m a t i o n

保
育
課 

☎
９
７
３
―
５
４
２
７

ひ
と
り
親
家
庭
等
フ
ァ
ミ
リ
ー・
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
利
用
料
助
成
事
業
に
つ
い
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
以
下
セ
ン

タ
ー
と
い
う
）
を
利
用
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
等

を
対
象
に
、
セ
ン
タ
ー
利
用
料
に
対
す
る
助
成

事
業
を
行
い
ま
す
。
助
成
対
象
者
・
助
成
額
・

手
続
き
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
助
成
対
象
者
（
次
の
全
て
に
該
当
し
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。）

①
セ
ン
タ
ー
会
員
登
録
を
し
て
い
る
ひ
と
り
親

ま
た
は
養
育
者
（
本
市
に
住
民
登
録
が
あ

る
こ
と
。）　　
　
　
　
　
　
　

②
ひ
と
り
親
ま
た
は
養
育
者
の
市
民
税
が
非

課
税
で
あ
る
こ
と
。　
　
　
　

③
こ
れ
ま
で
利
用
し
た
セ
ン
タ
ー
利
用
料
に
未

①市民無料法律相談
ゆあ法律事務所

【と　き】１月９日（第２木曜日）　　午後２時～午後４時
【ところ】石川庁舎（１階市民相談室）
【予約券配布場所】石川庁舎1階市民課前市民ロビー
【予約券配布時間】午前9時から予約券配布開始

【と　き】１月２３日（第４木曜日）　　午後２時～午後４時
【ところ】本庁（１階市民相談室）
【予約券配布場所】本庁２階市民生活課
【予約券配布時間】午前9時から予約券配布開始
※法律相談を受けることができるのは先着８名までです。
※予約券を午前９時から配布いたしますが、９時時点でお客様が
８名以上並んで待機している場合がありますので、お早目に予
約券配布場所へお越しくださいますようお願いいたします。

※午後１時に、予約券を順番カードと引き換えいたします。
※電話での予約は受付けておりませんのでご了承ください。

②行政相談
国、行政、特殊法人についての意見・要望等の相談を行います。

【と　き】 １月１６日（木）午前１０時～午後４時
　　　　　（正午～午後１時を除く）
【ところ】 本庁舎　３階　第１会議室
③人権週間相談
近隣のトラブル、家庭内のもめごと、いじめ、体罰等の人権
に関する相談を各庁舎一斉に行います。
【と　き】 １月１６日（木）午前１０時～午後４時
　　　　　（正午～午後１時を除く）
【ところ】 本庁舎　３階　第１会議室
④消費者相談
消費生活に関する商品やサービスの契約トラブル（悪質商
法、架空請求、多重債務等）の相談を行います。
【と　き】 毎週水曜日 午前10時～午後４時（正午～午後１時を除く）
【ところ】市役所　本庁1階　市民相談室
※消費者相談は沖縄県県民生活センター（☎863-9214）でも平日
相談可能です。

【問い合わせ】：①～④市民生活課　☎973－5487
⑤こどもＳＯＳ相談メール　
子ども本人からの悩み相談や子育て中の親などから子育てに関す
る悩み全般を受付けします。
【メールアドレス】kodomo-soudan@city.uruma.lg.jp
⑥子育て教育相談
児童の健全な発達と子育て等の悩みに対し臨床心理士がカウンセ
ラーとして相談を受けます。
【と　き】１月17日（金）午後１時～午後５時
【ところ】石川保健相談センター（予約制）
【問い合わせ】⑤～⑥児童家庭課（家庭児童相談室）　☎973－5041
⑦市民こころの健康相談について
さまざまな悩みでストレスをかかえている方が対象です。
＊臨床心理士によるカウンセリング
＊毎月第１火曜日（公休日除く）
　時間：午後１時から４時
【と　き】 ２月４日（火）午後１時から４時
【ところ】健康福祉センター（うるみん）３階相談室
※お電話や来所での予約が必要です。
※相談は無料で、秘密は守られます。お気軽にご相談ください。
【問い合わせ】⑦健康支援課　☎９７３－３２０９

払
い
が
無
い
こ
と
。

◆
助
成
額　

一
万
円
（
１
年
間
の
限
度
額
）

◆
助
成
を
う
け
る
に
は　
　
　
　
　
　
　
　

①
保
育
課
で
助
成
事
業
登
録
申
請
を
行
い
ま

す
。

②
登
録
申
請
の
結
果
に
つ
い
て
通
知
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

③
登
録
が
決
定
さ
れ
た
場
合
で
も
、一旦
、
通

常
ど
お
り
利
用
料
を
全
額
支
払
い
ま
す
。

④
援
助
活
動
の
写
し
を
添
付
し
、
交
付
申
請

(

申
請
は
2
回
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。)

を
行
い
ま
す
。

⑤
交
付
申
請
の
結
果
に
つ
い
て
通
知
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

⑥
交
付
決
定
の
場
合
、
指
定
の
金
融
機
関
へ
助

成
額
を
振
り
込
み
ま
す
。

※
各
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
他
、
保
育
課
及
び
セ
ン
タ
ー
に
て

準
備
し
て
い
ま
す
。
申
請
に
伴
い
提
出
い
た

だ
く
書
類
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
保

育
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
い
た
だ
く
か
、

保
育
課
（
☎
９
７
３
ー
５
４
２
７
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

⑧「県下一斉！法務局休日相談所」の開設（無料）
法務局職員、土地家屋調査士が相談に応じます。
【と　き】平成26年1月19日(日)　　午前10時～午後4時
【ところ】沖縄法務合同庁舎１階事務室
相談内容
１．土地の境界トラブル（筆界特定）、不動産（土地・建物）登記、
商業（会社・法人）登記

２．相続（遺言）、戸籍（結婚、離婚、養子縁組など）、帰化、成年
後見の相談

３．供託相談（地代、家賃の弁済供託など）
４．人権相談（いじめ・体罰・近隣とのトラブル・DVなど）
【問い合わせ】⑧那覇地方法務局沖縄支局　☎９３７－３２７８
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男女共同参画コーナー

企画課 ☎９７３－５００５

女性の社会進出も
どんどん進むといいですね。

商
工
観
光
課 

☎
９
６
５
―
５
６
３
４

平
成
25
年
度　

う
る
ま
市
名
産
品
等
候

補
申
請
の
受
付
に
つ
い
て

う
る
ま
市
で
は
、
う
る
ま
市
名
産
品
等
選

定
要
綱
を
制
定
し
、
名
産
品
、
特
産
品
、
推

奨
品
の
選
定
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
市
で

生
産
・
製
造
さ
れ
る
生
産
品
に
つ
い
て
、
う

る
ま
市
名
産
品
等
の
選
定
を
受
け
た
い
と
希

望
す
る
事
業
者
（
生
産
者
）
は
、
申
請
し
て

い
だ
た
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
用
紙
に
つ
い
て
は
、
商
工
観
光
課
の

窓
口
に
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
う
る

ま
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
事
業
者
・
生
産
者(

う
る
ま
市

内
で
製
造
、
生
産
を
行
っ
て
い
る
者)

【
申
込
方
法
】
応
募
要
綱
等
を
熟
読
し
、
申
請

用
紙
な
ど
必
要
な
も
の
そ
ろ
え
、
う
る
ま
市

役
所
商
工
観
光
課
商
工
係
ま
で
申
請
お
願
い

し
ま
す
。

【
申
込
期
限
】１
月
6
日（
月
）〜
１
月
31
日（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

※
土
日
祝
祭
日
及
び
、
正
午
か
ら
午
後
１
時

ま
で
の
時
間
を
除
く

企
画
課 

☎
９
７
３
―
５
０
０
５

平
成
25
年
度 

男
女
共
同
参
画
啓
発
講
座

「
知
っ
て
ト
ク
す
る
!!

　　
　
　

年
金
よ
も
や
ま
ば
な
し
・
・
・
」

【
講
師
】
幸こ

う

地ち　

俊と
し

子こ

氏

【
と
き
】
２
月
12
日（
水
）

午
後
１
時
半
開
場
／
午
後
2
時
開
演

【
と
こ
ろ
】
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
う
る
み
ん

２
階　

第
２
交
流
室

【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
者

【
定
員
】
15
名

【
受
講
料
】
無
料

【
お
申
込
み
】電
話
ま
た
は
企
画
課
窓
口
へ　

１
月
22
日（
水
）〜
１
月
31
日（
金
）ま
で
に
お

申
込
み
下
さ
い
。（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

た
だ
し
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
土
日
祝
祭
日
を
除
く

※
託
児
あ
り
（
２
歳
〜
就
学
前
）
要
予
約

★　消　防　設　備　士　試　験　★
試　験　日○平成26年３月9日（日）　試験会場　○琉球大学、その他
試験の種類○甲種（特類、第１～５類）　・　乙種（第１～７類）
受付期間　○平成26年1月31日（金）～2月7日（金）
願書配布先○消防本部・具志川消防署・石川消防署・与勝消防署
　　　　　　平安座出張所　
願書提出先○（財）消防試験研究センターへ郵送または直接センター窓

口へ直接持参
※電子申請できます。詳しくは下記ホームページをご覧ください。

【お問い合わせ】（財）消防試験研究センター沖縄県支部　
〒900-0029　那覇市旭町１１６－３７　自治会館６階
☎９４１-５２０１　ホームページhttps://www.shoubo-shiken.or.jp
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ご寄付･ご寄贈ありがとうございますご寄付･ご寄贈ありがとうございます

消防活動状況（平成２５年11月）
救急出場件数 ………………… ４７５件（5,797件）
搬送人員 ……………………… ４４７人（5,362人）
火災件数 …………………………… １件　   （32件）

（　　）は平成２5年１月からの累計。

うるま市の人口
平成25年12月1日　　　　　　　　　　　　　前月比
人　口　　　１２０，９３６人　　　　　＋３７
男　　　　　　６０，５３３人　　　　　　　０
女　　　　　　６０，４０３人　　　　　＋３７
世帯数　　　　４７，５１３戸　　　　　＋６３

うるま市社会福祉協議会へ
☆仲
なか

本
もと

　義
よし

廣
ひろ

　様（勝連平敷屋）より3,160円の寄付
☆仲
なか

嶺
みね

　浩
こうじゅん

潤　様（字上江洲）より２万円の寄付
☆（株）タバタ　様（石川赤崎）より50万円の寄付
☆（故）豊

とよ

濱
はま

ハル　様（石川）の香典返しとして20万円の寄付
☆うるま歌謡友の会　様より70万円の寄付
☆リーグ企画・ハンビーカフェ　様（沖縄市明道）より
1万円の寄付

☆真
ま

栄
え

平
ひら

　盛
せい

孝
こう

　様（字安慶名）より５万円の寄付
☆喜

き

屋
ゃ

武
ん

スエ子　様（字高江洲）より５万円の寄付
☆（株）HPDコーポレーション　様（国頭郡恩納村山田）
より２万５千円の寄付

☆学習サポートチームかかゆま　太
おお

田
た

　啓
ひろ

予
よ

　様より
１万円の寄付

☆宇
う

地
ち

原
はら

　康
やすし

　様（字安慶名）より10万円の寄付
☆志

し

堅
けん

原
ばる

マサ子　様（字西原）より10万円の寄付
☆前
まえ

堂
どう

　邦
くに

子
こ

　様（字昆布）より５万円の寄付

☆一般財団法人　うるま青年会議所様より３万円の寄付
☆神
かみ

田
だ

　巴
ともえ

　様（安慶名）より５万円の寄付
☆うるま市歌謡友の会様より20万円の寄付
☆宇

う

地
ち

原
はら

　康
やすし

　様（安慶名）より10万円の寄付
☆前
まえ

堂
どう

　邦
くに

子
こ

　様（昆布）より５万円の寄付
☆喜

き

屋
ゃ

武
ん

スエ子　様（高江洲）より５万円の寄付

うるま市育英会へ

話し合いの持ち方講座 受講者募集
さまざまな分野で活動しているボランティアや地域での
福祉活動者が、仲間同士・住民同士・多様なメンバー
と計画を立て活動するとき、みんなが納得して「決める」
ことができ、「動き出せる」ような会議の持ち方の基本
的な知識と技術を身につけることを目的としています。
【と　き】２月13日（木）

午後1時30分～午後4時30分
【ところ】うるみん　3F視聴覚室
【対　象】ボランティアやＮＰＯ、地域で福祉活動

をしている方、関心のある市民
【定　員】25名（効果を上げるため、団体の場合複

数名での参加をお勧めします。）
【受講料】無料
【申込先】うるま市社会福祉協議会／うるま市ボラ

ンティアセンター（西平、山城、宮里）　
☎973-5459（内線215）　FAX974-5306

うるま市地域福祉活動報告会
居場所づくりや交流、見守りなど市内で取り組んでい

る福祉活動の報告会を行います。
地域福祉活動を進めている団体と,情報交換をして、
今後の取り組みに活かしてみませんか。
【と　き】１月23日（木）午後2時～午後4時
【ところ】うるみん　3Fホール
【対　象】自治会関係者,民生委員、地域で見守りや

支え合い活動に携わっている方、ボラン
ティア、関係機関、その他関心のある方

【定　員】80名
【参加費】無料
【申込先】うるま市社会福祉協議会
・本　　所　　☎973-5459　FAX974-5306
・石川支所　　☎964-2494　FAX964-4747
・勝連支所　　☎978-5914　FAX978-1509
・与那城支所　☎978-0011　FAX978-8133

【申込方法】所定の受講申込書に必要事項をご記入
のうえFAX、電話または直接窓口へお申込み下さ
い。FAXの場合は着信をご確認ください。
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「生きがいをつくる学びは明日への希望」

２月１日（土）・２日（日）
午前９時～午後５時
主会場／具志川総合体育館
　　　　その他具志川運動公園周辺

各種関係団体、サークル等の
舞台・展示発表、軽スポーツ、
グラウンド・ゴルフ、ゲート
ボール、実演コーナー、体験
コーナーなど

♪
♬♩


